
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼新しい学校は、広い校庭に1学年3教室のゆったり配置

▼元気に入学、うれしい春到来

おいしい手料理
春一番に路肩などにたくさん顔を出している身近な
フキノトウを食材に使って、風味たっぷりの山野
草・春の簡単料理をご紹介。
　
【フキノトウのみそ和え】
＜材　料＞ （３～４人前）
●フキノトウ…約30ｇ（７個程度）
●サラダ油…大さじ３
●みそ（麦みそで可）…100ｇ
●砂糖（白砂糖で可）…50ｇ

＜作り方＞
①フキノトウは水洗いの後小さくザク切りし、サラダ油を敷
　いた手鍋に、中火で約30秒間熱する（あく、苦味を取る準
　備段階です。鍋はテフロン加工を施してあるもの、アルミ
　鍋を使用しましょう。鉄鍋を使うと、熱しているうちに全
　体が黒ずんでしまいます）。
②みそ、砂糖をなべに加え、中火で約３分間練り上げる。
③春らしい小皿に盛り付けて完成。

〔おまけ〕
１．みそと砂糖は、「２：１」の割合で中火にかけて練り上
　　げておくと、基本の万能みそになります。
　　　和からしを加えて「練りからしみそ」、酢を加えると
　　「酢みそ」に早代わり。田楽みそ、ぬた酢あえなどに応
　　用できます。
２．フキノトウは冷凍が効くので、旬の時期に採取しておけ
　　ば長く楽しめます。そのままてんぷらにしてもおいしく、
　　ゆでてあく抜きしたものを薄めのそば汁でいただいても
　　美味。なまでみそ汁にぱっと放すとミョウガのように独
　　特の風味が絶妙です。

　フキノトウはどこでも見かける野草です。野草独特の風味
を楽しみましょう。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

【食べて健康・豆知識】
　旬の野菜や魚を食べることが免疫力を高めたり抵抗力をつけたり、
丈夫な体づくりにつながっていきます。
　山菜や野草がおいしくなる春には「苦味を盛れ」といわれてきま
した。芽吹く時期には苦味のあるものを食べ、冬の間にたまった老
廃物を出してビタミン、ミネラルを取り入れようという知恵です。
　フキノトウはつぼみの部分にあたり、此花が咲いた後には地下茎
から伸びる葉（ふき）が出てきます。カリウムを豊富に含んでおり、
塩分（ナトリウム）を体から排泄する役割があります。高血圧の方
には効果があります。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
　

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

5/11㈬～5/20㈮
春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

自転車
事故の防止！

スピード出し
　　　　過ぎ禁止

子供とお年寄り
の事故を防げ！

自転車
事故の防止！

スピード出し
　　　　過ぎ禁止

子供とお年寄り
の事故を防げ！

年間スローガン

〝ストップ〟交通事故死 ～目指せ 安心
安全な北海道～

中間報告以降増えた用地
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東
川
小
学
校
建
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基
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計
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る

新
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は
、広
い
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庭
に
１
学
年
３
教
室
の
ゆ
っ
た
り
配
置
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任
期
満
了
に
伴
う
東
川
町
長
選
挙
、同
町
議
会
議
員
選
挙
が
２
月
23
日
に
告
示
、同
月
28
日
投
票
が
行
わ
れ
、町
長
に
は

現
職
の
松
岡
市
郎
町
長
が
３
期
目
の
無
投
票
当
選
を
し
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
選
挙
は
定
数
「
12
」
に
対
し
て
14
人
が
立
候

補
し
、現
職
９
人
、新
人
３
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

CONTENTS
新しい学校は、広い校庭に1学年3教室のゆったり配置
まち・タウン
○元気に入学、うれしい春到来
○ジョー･ブライアント前レラカムイヘッドコーチ、東川小に
○東川町文化賞に桂書会が受賞　　ほか

今、生き生きと
○No.43　NPO（特定非営利活動）法人かたくりの会代表　中條幸吉さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○先人の教えと東日本大震災の教え
◇新刊図書・ビデオ案内

大雪山の素顔
○ダイナミックな変化の季節　ガイドオフィス風　鳥羽晃一さん
◇俳句

東川町人事
○着任のご挨拶
◇Pinky’s Thoughts　番外編　ジョリーン・ヘルガソンさん

大雪地区広域連合からのお知らせ
○平成23年度予算の概要

くらし・ネットワーク
○広田泉写真展「東川鉄道」開催とトークイベント
○写真の町の企画委員を公募します
○犬の登録と狂犬病予防注射実施のお知らせ
○「小西健二奨学金」の奨学生を募集
○韓国・ヨンウォル郡の職員が東日本大震災に義援金
○歴代「スピグラ」寄付の倉石さんに感謝状　　ほか

子育てチャンネル
○泰晴2歳、小林恵子さん　陽斗1歳、古髙季奈さん

保健だより
○東川町保健師担当地区割り図

おいしい手料理
○「フキノトウのみそ和え」　キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん
◇食べて健康・豆知識　保健福祉課栄養士　中村弘美

第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門

「田植え姉妹」
大塚友記憲さん撮影
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春の全国交通安全運動

自転車
事故の防止！

スピード出し
　　　　過ぎ禁止

子供とお年寄り
の事故を防げ！

シャワー室

職員室

学年ワークスペース

学年ワークスペース

教師コーナー

中学年クラスター

学年ワークスペース

教師コーナー

学年ワークスペース
クラスター

特別教室ワークスペース

多目的スペース

給湯室
ワークスペース

児童会室
放送室

相談室

保健室

教材置き場 教材置き場

校長室

更衣室

更衣室

印刷室兼
備品庫

中間報告以降増えた用地中間報告以降増えた用地

告
書
は
、
町
教
委
事
務
局
で
本
年
度
内

の
閲
覧
可
能
で
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
末
、
東
川
小
学
校
等
建
設
推
進

委
員
会
（
会
長
・
飯
森
修
前
東
川
小
学

校
長
）
が
取
り
ま
と
め
た
最
終
検
討
案

を
元
に
、
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
室
の
小
篠
隆
生
准
教
授
の
グ
ル
ー
プ

が
基
本
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
新
校
舎
の
配
置
基
本
概
念
は
①
大
雪

山
旭
岳
、
キ
ト
ウ
シ
山
な
ど
自
然
景
観

へ
の
眺
望
②
周
辺
の
土
地
区
画
、
水
田

の
風
景
を
設
計
の
手
が
か
り
と
し
、
水

田
の
あ
ぜ
道
、
既
設
水
路
、
農
道
に
沿

っ
た
校
舎
配
置
、
動
線
計
画
に
な
り
ま

し
た
。

　
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
教
室
の
レ
イ

ア
ウ
ト
。
本
年
度
か
ら
の
35
人
学
級
へ

の
段
階
的
移
行
、
将
来
の
30
人
学
級
対

応
、
児
童
数
増
加
を
念
頭
に
、
１
学
年

３
教
室
ず
つ
、
低
、
中
、
高
学
年
ず
つ

の
３
ユ
ニ
ッ
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
配
置
と
し

ま
し
た
。

　
人
、
自
然
、
芸
術
文
化
と
ふ
れ
あ
い
、

一
緒
に
学
び
親
し
む
観
点
か
ら
、
普
通

教
室
や
特
別
支
援
教
室
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
中
央
、
学
校
開
放
の
地
域
開
放
ゾ
ー

ン
（
体
育
館
、
多
目
的
ホ
ー
ル
）
を
西

側
、
地
域
交
流
施
設
（
学
童
施
設
、
地

域
の
た
ま
り
場
、
食
育
施
設
）
を
東
側

に
配
置
し
、
学
校
図
書
室
と
の
連
携
も

考
慮
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
級
ス
ペ
ー
ス
は
、

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
５
ク

ラ
ス
分
を
た
っ
ぷ
り
確

保
し
ま
し
た
。
可
動

間
仕
切
り
壁
で
容

易
に
ス
ペ
ー
ス
変

更
が
可
能
で
す
。

　
26
年
度
外
構

整
備
に
向
け
て
、

町
教
委
で
は
植

栽
樹
木
の
苗
木

を
町
民
に
３
年

間
育
て
て
い
た

だ
く
「
木
の
里
親
」

を
募
集
す
る
予
定

で
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
樹
木
の
寄
付
も
募

り
ま
す
。

　
建
設
基
本
計
画
を
ま
と
め
た
報

東
川
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学
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３
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東
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学
校
建
設
基
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計
画
ま
と
ま
る

新
し
い
学
校
は
、広
い
校
庭
に
１
学
年
３
教
室
の
ゆ
っ
た
り
配
置

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
川
町
長
選
挙
、同
町
議
会
議
員
選
挙
が
２
月
23
日
に
告
示
、同
月
28
日
投
票
が
行
わ
れ
、町
長
に
は

現
職
の
松
岡
市
郎
町
長
が
３
期
目
の
無
投
票
当
選
を
し
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
選
挙
は
定
数
「
12
」
に
対
し
て
14
人
が
立
候

補
し
、現
職
９
人
、新
人
３
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
中
間
報
告
以
後
に
出
た
要
望
を
盛
り
込
み
、東
川
小
学
校
の
建
設
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
敷
地
は
さ
ら
に
約
2
・
5

㌶
増
の
16
・
２
㌶
、
教
室
数
は
各
学
年
１
教
室
ず
つ
増
え
て
３
教
室
ず
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
配
置
に
な
り
ま
し
た
。
町
は
本
年
度
用
地
買
収
、
実

施
設
計
を
行
い
、来
年
度
か
ら
２
年
計
画
で
新
校
舎
を
建
設
。
児
童
は
26
年
秋
ご
ろ
に
は
新
し
い
校
舎
に
引
っ
越
し
で
き
る
予
定
で
す
。
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４
月
６
日
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、

旧
レ
ラ
カ
ム
イ
北
海
道
の

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、
ジ
ョ
ー

･
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
氏
が
東

川
町
に
初
来
町
し
、
東
川

小
で
約
２
時
間
に
わ
た
っ

て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
の
基
本
を
指
導
し
ま

し
た
。

　

「
東
川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
少
年
団
」
、
東

川
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
生
徒
、
旭

川
市
立
陵
雲
小
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
「
陵
雲
シ
ー
ガ
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
合

わ
せ
て
約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

２
㍍
７
㌢
㍍
と
い
う
長
身
の
巨
体
が
体
育

館
に
現
れ
る
と
、
あ
ま
り
の
迫
力
に
「
コ
ワ

ー
イ
」
と
最
初
逃
げ
腰
の
児
童
も
。
で
も

「
ジ
ェ
リ
ー
・
ビ
ー
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
た
笑
顔
に
す
ぐ
打
ち
解
け
ま
し
た
。

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
基
本
と
な
る
ホ
ッ
ト
フ

ィ
ー
ト
習
得
、
パ
ス
回
し
の
練
習
、
紅
白
に

分
か
れ
て
の
ミ
ニ
試
合
な
ど
を
指
導
し
ま
し

た
。
名
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
当
時

を
思
わ
せ
る
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
の
妙
技
に

「
お
お
ー
っ
」
と
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
終
盤
に
チ

ー
ム
の
経
営
主
体
、
チ
ー

ム
名
が
変
わ
っ
た
た
め
解

雇
に
な
り
、
２
０
１
１
年

シ
ー
ズ
ン
は
、
９
月
ま
で

米
国
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ｗ

Ｎ
Ｂ
Ａ
所
属
の
チ
ー
ム
ア

シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
チ

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
に
就

任
。
そ
の
後
再
来
道
し
て

㈱
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
（
札
幌
、

水
澤
佳
寿
子
社
長
）
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
子
供
た
ち
を
指
導
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

・
津
波
は
天
災
で
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
交
通
事
故
は
人
災
で
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
家
庭
か
ら
、
職
場
か
ら
、
学
校
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

る
こ
と
が
大
切
」
と
改
め
て
無
事
故
へ
の
取

り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

藤
田
会
長
も
「
今
年
は
安
全
運
動
を
倍
増

さ
せ
る
決
意
」
と
交
通
事
故
絶
滅
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
、
町
交
通
安
全
協
会
（
藤
田
裕

三
会
長
）
は
東
川
神
社
前
の
交
通
安
全
の
碑

前
で
春
の
交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
１
年

の
交
通
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
会
社
、
事
業
所
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
会
員
、
交
通
安
全
指
導
員
ら
関
係
者
約

80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
３
年
連
続
で
交
通
死
亡
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
松
岡
市
郎
町
長
は
「
地
震

　

22
年
度
の
東
川
町
文
化
賞
に
桂
書
会
（
金

野
照
雄
会
長
＝
雅
号
魯
城
）
が
受
賞
し
、
３

月
28
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
授
賞
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
西
部
、

第
一
、
第
二
、
第
三
各
地
区

に
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
広
げ
て

月
例
教
室
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
北
海
道
書
道
協

会
に
所
属
、
東
川
支
部
と
し

て
今
年
で
22
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

日
々
研
さ
ん
し
て
い
る
会

員
皆
さ
ん
の
作
品
は
、
各
種

展
覧
会
へ
の
応
募
、
町
民
文
化
祭
へ
の
出
展
、

東
川
郵
便
局
と
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
の
月
例
作

品
の
毎
月
展
示
、
各
小
学
校
学
芸
会
で
の
作

品
展
示
な
ど
を
通
じ
て
広
く
発
表
し
、
町
内

の
文
化
振
興
に
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。

　

金
野
さ
ん
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
の
活
動

を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、

町
全
体
の
文
化
活
動
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
今
も
活
発
に

続
い
て
い
る
活
動
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

東
川
町
文
化
賞
に
桂
書
会
が
受
賞

東
川
町
文
化
賞
に
桂
書
会
が
受
賞

無
事
故
の
願
い
新
た
、交
通
安
全
祈
願

無
事
故
の
願
い
新
た
、交
通
安
全
祈
願

　

町
内
の
小
、
中
学
校
で
１
５
０
人
の
新
１

年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
東
川
小
学
校
（
村
田
俊
昭
校

長
）
で
は
前
年
よ
り
７
人
多
い
62
人
の
１
年

生
が
期
待
を
胸
に
う
れ
し
い
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

村
田
校
長
は
「
か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、

た
く
ま
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
迎
え
、

先
輩
の
２
年
生
、
加
藤
悠
月
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
学
校
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

◇

　

同
日
、
東
川
中
学
校
（
森
雅
則
校
長
）
に

は
70
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
真
新
し
い
木
の
椅
子
が
新

し
い
主
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
森
校
長
は

「
去
年
か
ら
教
室
の
机
、
椅
子
が
木
製
に
な

の
皆
さ
ん
７
人
を
中
心
に
、
市
街
地
の
住
民

有
志
約
20
人
が
作
業
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
ジ
ー
で
一
足
早
い
春
満
開
に
な
っ
た

の
は
、
役
場
前
道
路
の
道
道
（
西
４
号
道
路
）

と
の
交
差
点
ブ
ロ
ッ
ク
大
花
壇
と
樽
型
花
壇
。

ま
だ
新
緑
に
早
い
時
期
、
色
鮮
や
か
に
満
開

の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
パ
ン
ジ
ー
が
花
壇
に

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

花
壇
は
こ
の
後
、
6
月
に
中
央
自
治
振
興

会
と
花
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
が
季
節
の
花
々
を

植
え
る
予
定
で
す
。

　

4
月
16
日
、
町
内
中
心
部
の
道
道
旭
川
旭

岳
温
泉
線
（
基
線
道
路
）
が
花
壇
の
整
備
で

一
足
早
く
色
鮮
や
か
な
春
の
装
い
に
衣
替
え

し
ま
し
た
。

　

南
町
１
丁
目
女
性
部
サ
ー
ク
ル
「
親
悠
会
」

り
ま
し
た
。
心
と
体
の
居
場
所
と
し
て
大
切

に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。

◇

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代
園
長
）
は
４

月
７
日
に
入
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
く
お
友
だ
ち
に
加
わ
っ
た
の
は
、
零

歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
44
人
。
合
わ
せ
て
５
歳

児
ま
で
２
３
５
人
の
お
友
だ
ち
が
一
緒
に
遊

び
ま
す
。

「
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
」
。
震
災

被
災
の
学
生
が
福
祉

専
門
学
校
に

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災

を
乗
り
越
え
、
こ
の
春
か

ら
気
仙
沼
市
出
身
の
学
生

が
北
工
学
園
旭
川
福
祉
専

門
学
校
保
育
科
に
入
学
し

ま
し
た
。
入
学
式
か
ら
少

し
遅
れ
て
到
着
し
て
女
子

学
生
会
館
に
入
寮
。
４
月
18
日
松
岡
市
郎
町

長
に
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま
し
た
。
「
資
格
を

取
っ
て
地
元
で
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と

元
気
に
夢
を
話
し
ま
し
た
。

　

小
野
寺
知
佳
さ
ん
（
18
）
。
震
災
の
日
、

姉
千
春
さ
ん
（
20
）
の
卒
業
式
の
た
め
、
母

利
智
子
さ
ん
（
45
）
と
一
緒
に
仙
台
市
内
で

被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
後
交
通
が
遮
断
し
て

同
市
内
で
２
週
間
足
止
め
。
自
宅
に
帰
っ
て

み
る
と
家
は
跡
形
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

す
べ
て
を
失
い
、
一
時
入
学
を
断
念
し
ま

し
た
。
し
か
し
町
と
同
専
門

学
校
側
の
配
慮
で
、
入
学
金
、

学
費
、
諸
経
費
、
寮
費
を
全

額
免
除
。
担
当
教
員
、
同
校

職
員
の
協
力
で
家
財
道
具
、

衣
類
な
ど
生
活
物
資
も
す
べ

て
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
、

夢
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ー
･
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
前
レ
ラ
カ
ム
イ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、東
川
小
に

ジ
ョ
ー
･
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
前
レ
ラ
カ
ム
イ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、東
川
小
に

元
気
に
入
学
、う
れ
し
い
春
到
来

元
気
に
入
学
、う
れ
し
い
春
到
来

中
心
市
街
地
が一
足
早
く
春
の
装
い

中
心
市
街
地
が一
足
早
く
春
の
装
い
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し
て
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
受
験
に
必
死
な
友
人
、
同
級
生
を
尻

目
に
、
３
年
時
早
々
に
関
東
の
工
業
大
学

に
推
薦
入
学
が
決
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
目
的
を
失
っ
た
喪
失
感
で
徐
々
に

行
動
が
荒
く
な
り
「
持
て
余
し
た
時
間
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
興
味
に
向
け
て
遊
び

始
め
た
」
そ
う
で
す
。
そ
し
て
統
合
失
調

症
（
精
神
分
裂
病
）
に
。

　
病
院
へ
の
入
退
院
を
経
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
赤
い
実
の
会
」
（
旭
川
、
菅
野
妙
子

理
事
長
）
の
工
房
「
ね
こ
や
な
ぎ
」
で
社

会
復
帰
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

矢
先
の
事
故
で
し
た
。

　
そ
の
後
下
り
た
保
険
金
で
「
か
た
く
り
」

運
営
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
本
当
は
逃
げ
出
し
た
か
っ
た
。
で
も

気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
、
逆
に
『
こ
の
世

界
に
飛
び
込
ん
で
や
ろ
う
』
と
心
を
決
め

た
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
息
子
と
接
し
て
い
た
か
ら
『
ど
ん
な

こ
と
も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
』
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
息
子
の
よ

う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ

た
い
。
人
は
、
一
番
元
気
が
な
い
時
に
ひ

と
こ
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
だ
け
で
勇
気

が
出
る
ん
だ
か
ら
」
。

　
「
こ
こ
に
来
た
ら
だ
れ
か
が
い
て
、
一

緒
に
話
で
き
る
―
そ
ん
な
場
所
を
提
供
し

た
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
」
。

　
開
設
５
年
目
に
入
っ
た
「
か
た
く
り
」

で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流
れ
ま
す
。

２
階
に
は
「
裂
き
織
り
」
を
織
る
た
め
の

部
屋
と
機
織
り
（
カ
ラ
ン
コ
と
呼
ん
で
い

ま
す
）
の
空
間
も
あ
り
ま
す
。
仲
間
が
い

つ
も
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
精
神
障
害
の
多
く
は
、
他
の
人
と
違
う

こ
と
を
し
て
し
ま
う
症
状
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
違
う
こ
と

が
見
え
て
し
ま
う
、
違
う
行
動
に
出
て
し

ま
う
、
自
分
を
追
い
詰
め
て
自
傷
行
為
に

至
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
特
別
な
病
気
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
だ
れ

で
も
な
る
病
気
な
ん
だ
ね
。
違
う
の
は
、

な
か
な
か
気
が
つ
か
な
い
こ
と
。
気
が
つ

い
た
と
き
に
は
遅
い
、
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
。
息
子
を
亡
く
し
て
る
か
ら
ね
。

自
分
が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
ね
…
。
だ
か
ら

立
ち
上
が
る
力
を
教
え
て
あ
げ
る
の
が
今

の
仕
事
じ
ゃ
な
い
か
な
」
。

◇

　
開
設
の
き
っ
か
け
は
、
７
年
前
の
長
男

（
当
時
27
）
の
交
通
事
故
死
。

　
高
校
３
年
生
の
時
に
精
神
障
害
を
発
症

今
、生
き
生
き
と

　

コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
で

語
ら
う
喫
茶
の
ひ
と
時
。

精
神
的
に
繊
細
な
若
者
た

ち
が
三
々
五
々
訪
れ
ま
す
。

い
つ
も
横
に
座
っ
て
ニ
コ

ニ
コ
と
話
を
聞
い
て
い
る

店
の
主
は
、
時
々
〝
ビ
シ

ッ
〞
と
職
人
肌
の
顔
を
の

ぞ
か
せ
ま
す
。
ち
ょ
っ
ぴ

り
頑
固
な
顔
を
の
ぞ
か
せ

る
そ
ん
な
オ
ヤ
ジ
が
み
ん

な
好
き
な
の
で
す
。

4343

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
た
く
り
」
運
営　

中
條　

幸
吉
（
ち
ゅ
う
じ
ょ
う　

こ
う
き
ち
）
さ
ん

店内では趣味の創作陶器、クレイ・クラフト製品も販売中

「かたくり」は、喫茶営業と精神障がいから社会復帰するた
めの活動支援をしています

２
階
の
読
書
コ
ー
ナ
ー（
手
織
り
機
の「
カ

ラ
ン
コ
」も
あ
り
ま
す
）

開
放
感
い
っ
ぱ
い
の
吹
き
抜
け
天
井
空
間

中條　幸吉さん／NPO（特定非営利活動）法人かたくりの会代表／26区／☎82－6022
東川町出身、64歳。東川中学校卒。元西脇工創（当時旭川）で家具職人。その後石井鉄工（同）を経て日洗電工㈱（東京）の旭川支社で長く電線付属品製
造を担当。4年前、水田に囲まれた約700平方メートルの土地を購入し、約320平方メートルの施設を全額自己資金で建設。早期退職して精神障がい者地
域活動支援センター「かたくり」を立ち上げました。統合失調症など精神的障害を克服しようとしている人の町内唯一の出会いと語らいの場。古布を裂いた
糸を使って、手織り機で「裂き織り」のコースター、テーブルクロス、布草履を店内販売。

ちゅうじょう　こうきち
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俳　

句

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
、
先
人
か
ら

の
教
え
と
し
て
「
地
震
が
来
た
ら
山
へ
逃
げ
ろ
」

と
か
「
こ
こ
よ
り
下
に
は
家
を
建
て
る
べ
か
ら

ず
」
な
ど
の
言
葉
が
過
去
の
経
験
か
ら
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

自
然
災
害
の
中
で
も
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪

は
気
象
庁
予
報
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
事
前
に
対

策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
は
1
日
前
に
予

報
が
出
て
事
前
の
備
え
を
し
た
、
と
い
う
話
な

ど
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。
現
時
点
で
予
測
は
困

難
。
だ
か
ら
い
つ
起
き
て
も
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
備
え
が
必
要
で
あ
り
、
備
え
の
一
つ

に
先
人
の
経
験
か
ら
の
教
え
が
言
葉
と
し
て
残

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
今
回
の
地
震
と
津
波
と

い
う
大
震
災
で
、
こ
の
教
え
に
よ
り
何
人
の

人
々
が
救
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
験
に
よ

る
教
え
は
最
良
の
教
師
、
最
良
の
予
防
対
策
で

も
あ
る
。

　

私
た
ち
の
町
に
は
上
水
道
が
な
く
、
台
風
災

害
に
よ
り
停
電
が
発
生
し
て
水
の
供
給
が
断
た

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
停
電
に
備
え
て
「
台
風
の

前
に
は
風
呂
と
タ
ン
ク
に
水
を
貯
め
ろ
」
、
避

難
時
に
は
「
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て

ス
ト
ー
ブ
の
電
源
は
消
せ
」
と
い
う
く
ら
い
は

災
害
予
防
対
策
と
し
て
伝
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
だ
と
改
め
て
感
じ
る
。

　

今
回
の
大
震
災
で
被
災
さ
れ
、
避
難
や
復
興

に
向
け
て
困
難
に
耐
え
、
辛
い
環
境
の
中
で
頑

張
っ
て
い
る
地
元
住
民
の
姿
が
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
て
い
る
。

　

「
辛
い
」
と
い
う
文
字
は
「
幸
い
」
に
似
て

い
る
。
ど
こ
が
違
う
の
か
と
よ
く
見
る
と
「
一
」

が
あ
る
か
な
い
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
辛
い
」

に
「
一
」
が
加
わ
る
こ
と
で
「
幸
せ
」
と
い
う

文
字
に
代
わ
る
。
で
は
そ
の
「
一
」
と
は
な
ん

だ
ろ
う
と
考
え
て
み
た
。

　

「
一
日
一
日
」
「
精
一
杯
」
「
一
生
懸
命
」

の
「
一
」
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
「
辛
い

環
境
の
中
で
、
一
日
一
日
、
精
一
杯
、
一
生
懸

命
に
頑
張
る
こ
と
が
幸
せ
に
な
る
」
こ
と
だ
と

漢
字
は
説
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　

「
お
い
し
い
水
、
う
ま
い
空
気
、
豊
か
な
大

地
」
の
あ
り
が
た
さ
。
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

素
晴
ら
し
い
郷
土
は
幸
せ
の
源
で
あ
る
こ
と
を

今
回
の
災
害
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
幸

せ
な
環
境
か
ら
「
一
」
を
失
わ
な
い
町
づ
く
り

を
住
民
挙
げ
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
水
、
空
気
、
大
地
な
ど
、
ど
れ
一
つ
が
欠

け
て
も
」
―
の
「
一
」
で
あ
る
。
日
常
、
当
た

り
前
の
も
の
が
当
た
り
前
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
幸
せ
の
原
点
な
の
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い

自
慢
の
郷
土
を
一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
守
り
、

失
い
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

先
人
の
教
え
と
東
日
本
大
震
災
の
教
え

俳　

句

　平凡な女性「ジェーン」は、空港で出
会った素敵な男性「ロイ」に胸をときめ
かせる。しかしミステリアスなロイの背
後には巨大な陰謀の影が…。恋の予感
は一瞬にして怒とうのパニックと嵐のよ
うな大事件に―。予想不能で危険なロ
イと行動をともにすることだけがジェー
ンに残された生きのびる唯一の方法だ
った！（110分）

　人の行為によって本来の生息
域外にもたらされ、生態系に大
きな影響をもたらす外来種。な
かでも「セイヨウオオマルハナバ
チ」は東川町でも多くみられま
す。なぜこのハチが問題を起こ
すのか、どんな生態をしているの
かなどを分かりやすく解説して
います。東川町の防除活動、慰
霊祭の様子も紹介しています。

　警視庁地域部地域課総務課の「楠
木」が言い渡された特命「警視庁ＦＣ」
は、映画やドラマの撮影に対してさまざま
な便宜を図るのが任務。「危険な目に遭
いたくない。刑事なんてまっぴら」という
楠木にとって、安全で簡単な仕事とも思
われた。ところが警備についた撮影現場
で謎の変死体が見つかる。そこには警察
組織を巻き込んだ壮大な企てがあった。

ナイ
ト
＆
デイ

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

20
世
紀
Ｆ
Ｏ
Ｘ

警
察
庁
Ｆ
Ｃ

（
一
般
書
）

著
／
今
野 

敏　
刊
／
毎
日
新
聞
社

セ
イ
ヨ
ウオ
オ
マルハナバチ
を
追
え

（
児
童
書
）

著
／
鷲
谷
い
づ
み　
刊
／
童
心
社

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

ダイナミックな変化の春

　5月は1年の中でも日々めまぐるしく自然の風景が変わ
る時です。真っ白な雪を抱いた大雪の山々、密生してい
るマツなどで黒っぽく見える針葉樹の森、紅葉のように
色とりどりの芽吹きが美しい広葉樹の里山、青色や白色
の空や雲を映して毎日少しずつ景色が変化していく田ん
ぼが織りなす風景が目と心を楽しませてくれます。劇的
に風景が変わっていく時、そこに生息している生き物た
ちも活動的です。私たちが住んでいる場所に近い里山で
もたくさんの生き物たちをみつけることができます。
　広葉樹や田んぼが広がる里山では、樹木や足元の植物
の花が咲き始めると昆虫たちが動き始めます。特にマル
ハナバチやハナアブなどは、植物の受粉のために重要な
役割を占めます。自身の繁殖活動のために必死になって

生
命
あ
る
星
の
か
け
ら
や
雪
華
飛
ぶ

朧
夜
や
生
ま
れ
し
故
郷
は
他
国
な
り

剪
定
の
首
の
手
拭
い
白
き
ま
ゝ

吉
野
山
一
目
千
本
桜
狩
り

月
に
詩
わ
れ
に
酒
あ
り
朧
の
夜

涅
槃
西
夢
ひ
と
の
み
の
大
津
波

な
に
棲
む
や
朧
の
月
の
翳
の
闇

凛
と
し
た
木
立
や
わ
ら
ぐ
月
朧

足
萎
へ
て
震
災
の
山
お
ぼ
ろ
月

朧
の
夜
け
ふ
の
日
記
を
う
め
ら
れ
ず

梵
鐘
の
山
肌
流
る
お
ぼ
ろ
か
な

お
ぼ
ろ
月
夜
掠
み
の
奥
の
東
山

下
萌
や
大
地
の
息
吹
き
つ
た
わ
り
ぬ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

いるので、目
の前で見てい
ても逃げるこ
とはありませ
ん。
　水辺ではエ
ゾアカガエル

やサンショウウオが卵を産み始めます。じっくり観察す
るとプチプチとしたゼリー状の卵塊の周りに親の姿を見
ることもできます。じっと気配をこらえていると、カエ
ルの鳴き声もにぎやかに聞こえます。
　湧き水の流れる沢の石をひっくり返すとタマゴを抱え
たニホンザリガニや越冬に成功したトンボの幼生（ヤゴ）
を見つけることもできます。倉沼川のような田んぼの中
を流れる小川にも大きなニジマスが産卵のために遡上し
てくるのを橋の上から見ることができます。
　林の中では繁殖のために本州の越冬地からもどってき
た鳥たちが恋の歌（さえずり）やキツツキの木をたたく
音が聞こえ、巣づくりをしている姿も見ることができま
す。里山はとてもにぎやかになるのです。

ガイドオフィス風　鳥  羽  晃  一

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

▲

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

  

ね

は

ん

に

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
す
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親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s Thoughts番外編番外編

親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま

平成23年度予算の概要

　７カ月の間でしたが、素晴らしい日 を々過ごせたことにお礼を申し上げます。東川は親切で思いやりある、熱意あふれる楽しい人でいっぱ
いの素晴らしい町です。個人的な理由で、予定より数カ月早くカナダに帰ることになりましたが、７カ月間お世話になりありがとうございまし
た。突然帰国したことを深くおわびします。そして友人や先生方、生徒の多くに直接さよならを言えなかったことが残念です。みなさんが私を
支えて、助けてくださったおかげで、自分がこの地域の大切な一員だと感じることができました。感謝の気持ちを一生忘れません。
　町内で、カナダや日本の印象、特にハローキティーのことを、ただおしゃべりしたことが最高の思い出です。授業や子どもたちと知り合うこ
とも心から楽しかった。子どもたちとの絆ができたこと、特に毎週活動があっためだかのクラブの児童との出会いがうれしいものでした。子ど
もたちは大きく成長しましたし、これからどんなふうに変わっていくのか、とても楽しみです。ずっとみなさんのことを思っていますし、幸運を祈
っています。
　カナダに来ることがあれば、気軽に声をかけてください。これがお別れではなく、また会いましょう！　　　　　　　　　　　　敬　具

ジョリーン　ヘルガソン

　昨年8月にカナダアルバータ州から来町し、3月に急きょ帰国したALT（英語指導助手）のジョ
リーン・ヘルガソンさんから東川町の子供たちにお別れの手紙が届きました。
（英語のページは休載します）

　昨年8月にカナダアルバータ州から来町し、3月に急きょ帰国したALT（英語指導助手）のジョ
リーン・ヘルガソンさんから東川町の子供たちにお別れの手紙が届きました。
（英語のページは休載します）

　
町
は
５
月
１
日
付
け
で
町
長
部
局
の
課
長
級

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
（
新
機
構
図
は
巻
末

に
添
付
）
。

東
川
町

　
企
画
総
務
課
長
（
税
務
課
長
）
増
田
善
之
▼

地
域
活
性
課
長
（
企
画
総
務
課
長
）
林
万
里
▼

税
務
課
長
（
議
会
事
務
局
長
）
西
川
宗
孝
▼
写

真
の
町
課
長
（
地
域
活
性
課
長
）
竹
部
修
司
▼

議
会
事
務
局
長
（
写
真
の
町
課
長
）
市
川
直
樹

【
お
詫
び
】

　
４
月
号
、
４
月
１
日
付
け
人
事
で
新
採
用
職

員
（
１
人
）
の
名
前
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
お

詫
び
の
う
え
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
新
採
用
】

　
都
市
建
設
課
建
設
室
技
師
、
渡
辺
新
一

　
学
校
教
職
員
異
動
で
町
内
の
東
川
小
学
校
、

東
川
第
一
小
学
校
、
東
川
第
二
小
学
校
の
各
学

校
長
が
そ
れ
ぞ
れ
異
動
に
な
り
、
４
月
１
日
付

け
で
新
校
長
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

東
川
小
学
校
長

村 

田 

俊 

昭

　

十
勝
岳
を
見
上

げ
る
学
校
、
上
富

良
野
西
小
学
校
か

ら
、
旭
岳
と
同
じ
で
っ
か
い
心
を
も
っ
た
子
ど

も
た
ち
を
育
成
し
、
「
か
し
こ
く
・
や
さ
し
く

・
た
く
ま
し
く
」
の
教
育
目
標
の
達
成
を
目
指

す
東
川
小
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
人
全
員
が
、
三
月
に
大
震
災
に
襲

わ
れ
た
東
日
本
各
地
の
被
災
地
・
被
災
者
が
一

日
も
早
く
復
興
し
、
希
望
に
満
ち
た
毎
日
に
戻

れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
国
民
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
何
か
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
、
学
校
で
す
べ
き
こ
と

は
、
今
年
度
か
ら
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領

に
も
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
「
互
い
に
学
び
合

い
、
互
い
に
支
え
合
い
、
互
い
に
高
め
合
う
」

子
ど
も
た
ち
の
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
川
小
学
校
職
員
一
同
、
未
来
に
向
か
っ
て

希
望
に
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
の
育
成
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

東
川
第
一
小
学
校
校
長

澤 

田 

安 

男

　

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
ま
ち
」
中
富
良

野
町
か
ら
、
一
一

二
年
目
を
迎
え
る
伝
統
の
あ
る
第
一
小
学
校
に

着
任
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
一
年
生
六
名
の
元
気
な
返
事

が
、
在
校
生
二
四
名
と
共
に
生
き
生
き
と
輝
き
、

そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。

　

自
信
に
満
ち
た
教
職
員
と
熱
心
な
保
護
者
と

協
力
的
な
地
域
に
支
え
ら
れ
た
生
き
生
き
と
輝

く
子
供
た
ち
。

　

「
子
供
が
生
き
た
通
信
簿
」
を
第
一
に
、
子

供
の
変
容
を
保
護
者
・
地
域
に
知
ら
せ
、
保
護

者
・
地
域
の
信
頼
を
さ
ら
に
得
て
、
子
供
た
ち

一
人
一
人
の
よ
さ
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
十
月

十
四
日
に
本
校
で
行
わ
れ
る
全
国
へ
き
地
複
式

教
育
研
究
大
会
を
通
し
て
全
国
へ
発
信
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
」
総
合
計
画
基
本
目
標
「
輝
き

の
あ
る
人
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

東
川
第
二
小
学
校
校
長

工 

藤 

芳 

美

　

「
そ
ば
の
里
」

幌
加
内
町
の
幌
加

内
小
学
校
か
ら

「
写
真
の
町
」
東
川
町
の
東
川
第
二
小
学
校
に

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
川
町
に
赴
任
し
て
、
ま
ず
最
初
に
感
動
し

た
の
は
、
大
雪
山
系
の
山
並
み
の
雄
大
さ
、
中

で
も
旭
岳
・
黒
岳
の
美
し
さ
で
す
。
晴
れ
渡
っ

た
青
空
に
、
白
い
山
並
み
が
浮
か
び
上
が
り
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

着
任
式
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
、
「
東
川
の

自
慢
は
何
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
お
い
し
い
水
と
お
米
」
「
美
し
い
自
然
」

「
写
真
の
町
」
な
ど
、
次
々
と
声
が
あ
が
り
、

子
供
た
ち
の
瞳
も
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
ま
し
た
。

校
内
の
掲
示
板
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の

様
子
が
写
真
で
掲
示
さ
れ
、
ど
の
写
真
に
も
明

る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
目
標
「
明
日
の
幸
を
め
ざ
す
た
の
も
し

い
子
の
育
成
」
を
め
ざ
し
、
子
ど
も
た
ち
の
瞳

を
決
し
て
曇
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
で
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域
住
民
・
教

職
員
が
共
に
感
動
を
共
有
で
き
る
教
育
活
動
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
川
町
人
事

東
川
町
人
事

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶
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親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま

大雪地区広域連合からのお知らせ

一 般 会 計

介 護 保 険

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

10億5,096万円

25億9,920万円

39億7,590万円

6億9,980万円

83億2,586万円

2,655万円

1億418万円

5,348万円

1億1,497万円

2億9,918万円

102.4

102.6

104.5

105.0

103.3合　　計

会計区分 予算額 前年比（%） 東川負担額

特

別

会

計

お問い合わせ

大雪地区広域連合事務局（保健福祉センター内）…☎（直通）82－3697

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s Thoughts番外編

親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま親 愛 な る 東 川 町 の み な さ ま

平成23年度予算の概要平成23年度予算の概要平成23年度予算の概要
　大雪地区広域連合の23年度予算は総額83億
2,586万円（特別会計繰出金を除く実質73億
6,361万円）となりました。
　3月25日開かれた第１回大雪地区広域連合議
会で一般会計と介護保険・国民健康保険・後
期高齢者医療の3特別会計の各新年度予算が決
まりました。住民福祉の視点と事務効率化の
２点を基調として事業を進めてまいります。

【一般会計】
　議会費、派遣職員等の人件費、一般管理費
などの経費、障害程度区分審査会経費、監査
委員費で構成しています。

【介護保険特別会計】
　大きく３つに分かれ、認定調査などに係る
一般管理費などの経費、介護認定審査会に係
る経費、保険給付に係る経費による会計から
なっています。
　要介護認定は審査会委員（20人）で毎週１
回審査会を開いています。
　介護保険料は平成21年度から同23年度を１
期とする第４期介護保険事業計画の最終年度
になります。第４段階である標準的な年額保
険料は54,600円（月額4,550円）です。
　高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし
続けられるよう、今後とも計画的に事業を進
めていきます。
予防重視型システムへ転換を図った６年目で
もあり、地域包括支援センターの運営、地域

支援事業などを推進していきます。

【国民健康保険特別会計】
　3町の被保険者に係る必要な保険給付費を見
込み予算を計上しています。
　3月の当初予算の段階では、所得の申告が終
わったばかりであるため、保険料は具体的な
計算をまだ行えない状況です。
　本年度においても、医療費適正化特別対策
事業、収納率向上対策特別事業、特定健診、
特定保健指導を引き続き実施します。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度の主な運営は北海道後
期高齢者医療広域連合が行っています。その
運営に関する必要見込み額を計上しています。
大雪地区広域連合は、申請、被保険者証の交
付、保険料の徴収事務を行っています。
　制度を円滑に実施するため、関係機関と連
携を図りながら事業を進めていきます。

　昨年8月にカナダアルバータ州から来町し、3月に急きょ帰国したALT（英語指導助手）のジョ
リーン・ヘルガソンさんから東川町の子供たちにお別れの手紙が届きました。
（英語のページは休載します）

東
川
町
人
事

着
任
の
ご
挨
拶
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
町
内
巡
回
実

施
し
ま
す
。
犬
の
新
規
登
録
料
は
３
千

円
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
３
千
40
円
で

す
。

　

飼
い
主
の
変
更
、
飼
い
犬
の
死
亡
時

に
は
変
更
・
死
亡
届
け
が
必
要
で
す
。

動
物
病
院
等
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

（
要
手
数
料
５
５
０
円
）
を
交
付
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
地
域
活
性
課
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射の巡回日程

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
地
域
づ
く
り
推

進
室
☎
（
内
線
２
６
２
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
予
防
法
の
定
め
で
、
生
後
91

日
以
上
の
飼
い
犬
は
畜
犬
登
録
（
１
度

限
り
）
、
狂
犬
病
予
防
注
射
（
年
１
回
）

が
飼
い
主
の
方
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
犬
の
新
規
登
録
、
狂
犬
病

新
行
政
相
談
委
員
に
盛
永
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
っ
て
３
月
末
で
退
任

し
た
稲
井
孝
子
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
新

行
政
相
談
委
員
と
し
て
７
北
区
、
盛
永

小
夜
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
４
月
か
ら
就
任
し
ま
し
た
。

　

国
の
行
政
機
関
、
一
部
の
特
殊
法
人

業
務
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
関
係
機

関
等
と
の
連
絡
、
橋
渡
し
の
活
動
を
行

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
は
社
会
福
祉
室
（
内
線
５
０
２

〜
５
０
４
）
、
健
康
と
食
は
保
健
指
導

室
（
内
線
５
０
５
〜
５
０
７
）
、
高
齢

者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
０
８
）

保
護
者
の
急
用
、急
病
に
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り

　

旭
川
市
と
東
川
町
な
ど
近
隣
７
町
が

共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
上
川
中
部
こ

ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
」
は
、
子
供
の

急
病
、
働
く
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の

急
な
残
業
、
出
張
な
ど
突
発
的
な
急
用

時
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

子
供
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
「
利
用
会

員
」
と
、
子
供
を
預
か
る
「
ス
タ
ッ
フ

会
員
」
が
利
用
し
あ
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
に
利
用
料
金
の
助
成
も

し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

　

●
子
供
の
急
病
な
ど
で
保
育
所
に
預

け
ら
れ
な
い
時
の
一
時
預
か
り
●
保
護

者
が
急
な
仕
事
等
で
対
応
で
き
な
く
な

っ
た
時
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎
、
一
時

預
か
り
●
保
護
者
の
急
な
出
張
等
の
宿

泊
預
か
り
―
な
ど
。

　

ス
タ
ッ
フ
会
員
、
利
用
会
員
の
居
宅

で
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
（
子
供
の

病
気
の
状
態
に
よ
っ
て
は
預
か
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）
。

▼
登
録

　

●
「
利
用
会
員
」
は
町
内
在
住
の
就

業
者
で
、
零
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
子
供
を
養
育
し
て
い
る
方
（
登
録

用
紙
は
郵
送
で
取
り
寄
せ
可
）
●
「
ス

タ
ッ
フ
会
員
」
は
町
内
ま
た
は
旭
川
市

な
ど
近
郊
７
市
町
に
住
ん
で
い
て
、
育

児
や
保
育
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
子

育
て
や
子
育
て
支
援
活
動
を
し
て
い
る

人
（
研
修
後
登
録
）
。

▼
利
用
時
間
、
料
金

　

利
用
会
員
は
、
利
用
料
金
、
ス
タ
ッ

フ
会
員
の
交
通
費
実
費
を
負
担
（
登
録

料
、
会
費
は
な
し
）

▼
預
か
り

　

①
１
時
間
千
円
（
午
前
７
時
半
〜
午

方
は
70
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
平
成
20
年
４
月
以
降
に
任

意
加
入
し
た
方
は
、
保
険
料
の
納
付
は

原
則
口
座
振
り
替
え
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
―
１
６
１
１

 

写
真
の
町
課
か
ら

　

イ
ベ
ン
ト
は
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
82

―
4
7
0
0
、
公
募
は
写
真
の
町
課
☎

（
内
線
５
９
１
）

広
田
泉
写
真
展「
東
川
鉄
道
」開
催
と

ト
ー
クイ
ベン
ト

　

千
葉
県
在
住
の
鉄
道
写
真
家
広
田
泉

氏
（
41
）
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
企
画

展
「
東
川
鉄
道
」
の
開
催
に
併
せ
て
、

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
ま
す
。

　

第
１
部
（
大
人
向
け
）
、
第
２
部

（
親
子
向
け
）
の
２
部
構
成
。
第
２
部

付
加
年
金
の
受
給
額
（
65
歳
受
給
時
）

は
年
額
で

2
0
0
（
円
）
×
10
（
年
）
×
12
（
月
）

＝
2
万
4
千
（
円
）

　

こ
の
額
を
終
身
定
額
で
受
け
取
れ
ま

す
（
２
年
間
受
給
す
る
と
納
め
た
保
険

料
総
額
と
同
額
で
す
）
。

【
60
歳
か
ら
の
任
意
加
入
】

　

①
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

（
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
４
８
０
月
）
に

満
た
な
い
場
合
、
「
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
」
の
間
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
た
だ
し
老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
者
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
の
被
保
険
者
は
任
意
加
入
で
き
ま

せ
ん
）
。

　

②
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給

資
格
期
間
（
３
０
０
月
＝
25
年
間
以
上
）

を
満
た
さ
な
い
場
合
、
１
９
６
５
（
昭

和
40
）
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

国
民
年
金
は
受
け
取
る
額
を
増
や
せ

ま
す

【
付
加
年
金
】

　

老
齢
基
礎
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
、

任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料

（
23
年
度
月
額
１
万
５
千
20
円
）
の
ほ

か
に
「
付
加
保
険
料
」
（
月
額
４
０
０

円
）
を
納
め
る
と
、
納
付
月
数
に
応
じ

て
「
付
加
年
金
」
（
年
額
２
万
４
千
円
）

を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
た
だ
し
保
険
料
納
付
免
除
・
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金

の
加
入
者
は
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
）
。

　

●
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
し
た

場
合
（
納
付
総
額
４
万
８
千
円
）

で
は
、
新
人
鉄
道
写
真
家
の
森
由
梨
香

さ
ん
と
広
田
氏
の
対
談
、
そ
の
後
サ
イ

ン
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
展
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
ご
と
に

鉄
道
写
真
の
広
が
り
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
写
真
展
で
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
（
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
示
案
内
19
㌻
参
照
）

日
時　

５
月
５
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

　

同
３
時
半

会
場　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室

参
加
料　

無
料
（
中
学
生
以
上
の
方
は

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
館
料
が
必
要
で
す
）

内
容　

▼
第
１
部
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

　

ク
（
広
田
氏
の
作
品
解
説
）
▼
第
ニ

　

部
・
広
田
氏
と
森
さ
ん
の
こ
ど
も
の

　

日
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
「
親
子
で
楽
し

　

む
鉄
道
写
真
」

写
真
の
町
の
企
画
委
員
を
公
募
し
ま

す　
写
真
に
関
す
る
各
種
事
業
の
企
画
、

実
施
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
写
真
の
町

の
企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、
「
写
真
の
町
実
行
委

員
会
」
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
①
東
川
町
国

際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
②
写
真
甲
子

園
③
写
真
教
室
④
企
画
写
真
展
⑤
町
民

向
け
事
業
⑥
国
際
交
流
事
業
―
な
ど
の

企
画
立
案
、
実
施
で
す
。

　

年
間
５
、
６
回
の
全
体
会
議
（
夜
の

会
議
）
、
担
当
の
企
画
に
応
じ
て
打
ち

合
わ
せ
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
ま

す
。

締
め
切
り　

５
月
20
日
（
金
）
ま
で

対
象　

町
内
在
住
で
事
業
に
関
心
の
あ

　

る
方
（
学
生
、
生
徒
除
く
）

期
間　

任
期
３
年
間
（
26
年
３
月
末
ま

　

で
）

報
酬　

無
報
酬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

後
６
時
、
ひ
と
り
親
家
庭
は
同
２
０
０

円
）
②
同
千
２
０
０
円
（
午
後
６
時
〜

同
11
時
、
同
同
２
４
０
円
）

▼
宿
泊

　

１
万
２
千
円
（
３
歳
児
以
上
１
万
円
）

＝
保
育
所
、
学
童
保
育
の
終
了
後
か
ら

翌
日
の
登
園
・
登
校
時
ま
で
（
３
歳
児

未
満
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
旭
川
市
２
条
通
８
丁

目
２
条
ビ
ル
３
階
）
☎
26
―
７
７
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://potato3.hokkai.net/~asahinp
o/supponet/

福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

　

21
年
４
月
（
一
部
７
月
）
か
ら
実
施

し
て
い
る
福
祉
給
付
金
は
、
本
年
度
は

次
の
世
帯
を
支
給
対
象
と
し
て
新
た
に

支
給
し
ま
す
。
対
象
世
帯
で
受
給
ご
希

望
の
方
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
社
会

福
祉
室
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

5月の行事

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,801人
3,718人
4,083人
3,270戸

4人
4人

33人
89人

　
56人）
26人）
30人）
24戸）

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

2011みちくさドライブラリー（前9時、道草
館スタート＝5日まで）
第3回町議会臨時会（前10時、議場）
観桜会（正午、羽衣公園）

くらし楽しくフェスティバル（前9時、キトウシ
森林公園＝28日まで）

3日㈫

7日㈯

27日㈯

人のうごき　3月16日～4月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
東雲

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
藤井　勉　　　　駒井　厚子

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

72歳
93歳
71歳
94歳

　
歳

　
行政区
17区西町
17区
26区
東倉沼

届出人
水上　千代子
伊藤　恒夫
井内　博子
立石　睦夫

おくやみ
亡き人
水上　　一
伊藤　ミサオ
井内　和夫
立石　薫

時間 実施場所

保健福祉センター横（役場）
保健福祉センター横（役場）

17区行政区会館前
（北町5丁目）

第ニ地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前
（西4号）

東雲住民集会所前
（東4号）

上岐登牛住民集会所前
（東5号）

第2分団消防庁舎前
（北町9丁目）

第3分団消防庁舎前
（西10号）

旧森林組合管理棟跡地
（東5号南1番地）

第5分団消防庁舎前
（東8号）

11:309:00～
11:309:00～

14:0013:00～

11:5010:30～

10:00９:30～

9:20９:00～

14:0013:00～

11:4010:50～

10:30９:40～

9:309:00～

５月12日（木）

13日（金）

14日（土）
６月11日（土）

　
父

拓也

剛

鉄也

靖之

義則

　
母

亜由美

麻里

あずさ

朋佳

鮎美

　
行政区

26区
26区
23区
東町2丁目
北町3丁目

お 誕 生
生まれた子

青木　優

尾崎　彩都

浅野　悠太

野村　瑠寿

三浦　成葉

 あおき　  ゆう

 おざき　　いろと

 あさの　　ゆうた

 のむら　　 り  と

 みうら　　なるは
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○ポリオ予防接種のお知らせ　保健福祉課

期 間

会 場

対 象 者

時 間

接種間隔

5月24日（火）～27日（金）

町立診療所

41日以上あけて2回飲む

生後3～90カ月の乳幼児

13：00～16：30

27日以上あける
麻しん・風しん混合
BCG
ポリオ

三種混合………………6日以上あける

○予診票は町立診療所にあります。
○母子手帳、住所の確認をできるものを持参（健康保険
　証、乳幼児医療受給者証など）。
○お問い合わせは保健指導室☎（内線505、506、507）

　乳幼児のポリオ予防接種を下記の通り行います。お
子さんの体調の良い時に受けましょう。

道草館前
発

便名
キトウシ森林
公園発

9:00

11:00

13:00

15:00

1

2

3

4

9:10

11:00

13:00

15:40
（29日だけ）

※
28
日
（
土
）
の
４
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
ご

　

利
用
の
場
合
は
定
時
便
の
時
間
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
時　

５
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

　

愛
の
郷
（
東
川
町
進
化
台
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

家
庭
の
親
子

子
育
て
講
座「
陶
芸
教
室
」の
お
知
ら
せ

　

毎
年
好
評
の
「
陶
芸
教
室
」
で
す
。

お
子
さ
ん
の
育
児
か
ら
開
放
さ
れ
て
お

母
さ
ん
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

育
児
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
ど
う

ぞ
。

日
時　

５
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム    

募
集　

10
〜
15
組
程
度
（
要
予
約
＝
５

　

月
２
日
か
ら
先
着
順
、
託
児
あ
り
）

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

陶
器
の
お
皿
制
作

講
師　

滝
本
宣
博
さ
ん
ご
夫
婦
（
理
創

　

夢
工
房
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
雑
巾

材
料
費　

千
２
０
０
円
（
当
日
講
師
に

　

支
払
い
ま
す
）

「一緒
に
考
え
よ
う
」

　

今
回
は
「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ 

は
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
幼
児
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
82
―
5
1
0
0

「
よ
ち
よ
ち
教
室
〜
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ

う
〜
」

　

仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
遊
び
方
、
お
困
り
ご
と
な
ど
を

一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
父
さ

　

ん
・
お
母
さ
ん

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
お
も
ち
ゃ
つ

　

く
り
（
靴
下
人
形
）
、
先
輩
お
父
さ

　

ん
を
囲
ん
で
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

持
ち
物　

婦
人
用
ソ
ッ
ク
ス
（
１
足
）

　
　「ふ

れ
愛
の
郷
」見
学
会

　

旭
川
福
祉
専
門
学
校
敷
地
内
に
設
置

し
て
い
る
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
愛
の
郷
」
の
見
学
会
を
行
い
ま

す
。

　

同
施
設
は
専
門
学
校
保
育
科
の
学
生

と
一
緒
に
、
親
子
が
自
由
に
遊
べ
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
見
学
を
兼
ね
て

遊
び
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
大
型
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。
幼
児
セ
ン
タ
ー
正
面
玄

関
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ム

対
象　

１
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
と
お

　

母
さ
ん

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

サ
ー
キ
ッ
ト
、
親
子
遊
び
「
ト

　

イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
交
流
会

 

大
雪
消
防
組
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
消
防
署
☎

（
代
表
）
83
―
０
１
１
９

も
う
付
い
て
ま
す
か
？ 

住
宅
火
災
警

報
器

　

現
在
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
住
宅
は

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
義
務
化
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
（
６
月
か
ら
）
。

東
消
防
署
管
内
で
は
、
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
た
め
に
早
期
発
見
に
つ

な
が
っ
て
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例

も
出
て
い
ま
す
。
就
寝
中
の
火
災
か
ら

の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
必
ず
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

設
置
す
る
場
所
は
、
住
宅
内
の
す
べ

て
の
寝
室
、
階
段
の
踊
り
場
（
２
階
以

上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
、
消
火
器
の
販

売
、
点
検
と
称
し
て
、
高
い
価
格
で
売

り
つ
け
、
強
引
に
販
売
す
る
訪
問
販
売

業
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。
「
火
災
警
報
器

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
そ

の
場
で
購
入
を
強
制
し
て
く
る
悪
質
業

者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

病
院
と
患
者
搬
送
の
問
い
合
わ
せ
は

消
防
署
の
代
表
電
話
へ

　

「
１
１
９
番
」
は
火
災
、
救
急
時
の

緊
急
対
応
用
の
専
用
回
線
で
す
。
「
重

大
事
故
の
発
生
時
に
回
線
が
つ
な
が
ら

な
い
」
「
照
会
電
話
へ
の
案
内
対
応
で

緊
急
通
報
へ
の
素
早
い
応
対
を
で
き
な

い
」
「
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を

利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
緊
急

時
に
搬
送
対
応
で
き
な
い
」
な
ど
と
重

大
な
支
障
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
「
１
１
９
番
」
で
当
番
病
院
を

問
い
合
わ
せ
る
電
話
が
急
増
し
て
緊
急

対
応
時
の
業
務
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

「
休
日
や
夜
間
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
休
日

・
夜
間
当
番
病
院
、
一
般
の
お
問
い
合

わ
せ
は
東
消
防
署
の
代
表
電
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

病
気
、
け
が
、
入
院
、
通
院
な
ど
で

交
通
手
段
が
必
要
な
場
合
、
民
間
の
患

者
搬
送
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
旭
川
市
消
防
本
部
認
定
の

民
間
事
業
所
を
ご
紹
介
で
き
ま
す
。

　

休
日
・
救
急
当
番
病
院
の
照
会
は
次

の
と
こ
ろ
へ
。
各
社
の
新
聞
（
朝
刊
）

る
た
め
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

☎
（
内
線
２
４
０
）

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
で
町

営
バ
ス
臨
時
便
を
運
行

　

５
月
28
日
（
土
）
、
29
（
日
）
の
両

日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
開
催
の
く

ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ

せ
て
、
町
営
バ
ス
臨
時
便
を
運
行
し
ま

す
。

　

運
行
区
間
は
「
道
草
館
前
―
キ
ト
ウ

シ
森
林
公
園
臨
時
バ
ス
停
」
間
の
往
復

便
で
す
。
乗
車
料
金
は
大
人
１
５
０
円
、

小
人
70
円
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
、
運
動
不
足
で
起
き

る
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱

に
健
康
な
食
事
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
材
料
で
調
理
実
習
し
ま
す
。
バ

ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
確
認
し
て
食

生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
（
食
生
活
改

善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
所
得
で
き
ま

す
）
。

日
時　

５
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方

内
容　

「
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
・
パ
ー
ト

１
」
、
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食

（
希
望
者
は
体
脂
肪
測
定
で
き
ま
す
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
負
担
）

 

産
業
振
興
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
１
８
１
）

大
切
な
緑
を
守
ろ
う
―
林
野
火
災
に

気
を
つ
け
て

　

春
は
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。
季
節
の

山
菜
採
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
森
林

に
入
る
時
は
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

５
月
31
日
ま
で
林
野
火
災
強
調
期
間

で
す
。
例
年
乾
燥
注
意
報
の
発
令
も
多

く
な
り
、
最
も
森
林
火
災
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
季
節
で
す
。
貴
重
な
緑
を
守

受
給
中
の
方
も
新
た
な
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

　

①
70
歳
以
上
の
方
だ
け
の
生
活
保

護
受
給
世
帯
（
障
害
者
加
算
対
象
世

帯
を
除
く
）
②
同
居
す
る
18
歳
以
上

の
方
全
員
が
市
町
村
民
税
所
得
割
が

非
課
税
世
帯
で
、
高
等
学
校
に
通
学

す
る
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
（
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
等
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
は
そ
の
控
除
前
の
市

町
村
民
税
額
）

▼
給
付
金
額

　

●
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
1
人
に

つ
き
月
額
８
千
円

●
70
歳
以
上
の
方
が
２
人
以
上
い
る

世
帯
１
世
帯
に
つ
き
月
額
８
千
円

●
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
1
世
帯
に

つ
き
月
額
４
千
円

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

①
直
近
の
生
活
保
護
決
定
通
知
書

（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

②
当
該
年
度
の
市
町
村
民
税
が
所
得

割
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
（
①
を
添
付
の
場
合
ま
た
は
22
年

１
月
１
日
現
在
世
帯
全
員
が
本
町
に

住
民
票
が
あ
っ
た
方
は
不
要
）
③
在

学
証
明
書
（
高
等
学
校
）
④
預
金
通

帳
の
写
し
（
口
座
番
号
等
が
分
か
る

面
）

▼
支
給

　

審
査
の
上
支
給
決
定
の
場
合
、
月

末
に
口
座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
課
☎
（
内
線

５
８
１
）

「
小
西
健
二
奨
学
金
」の
奨
学
生
を
募
集

　

経
済
的
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
大
学

な
ど
に
進
学
を
希
望
す
る
学
生
を
対
象

に
「
小
西
健
二
奨
学
金
」
の
受
け
付
け

を
し
ま
す
。

　

「
小
西
健
二
奨
学
金
」
制
度
は
、
２

０
０
９
年
に
亡
く
な
っ
た
故
小
西
健
二

氏
の
遺
志
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
故
人
か
ら
遺
贈
を
受
け
た

３
千
万
円
を
原
資
に
、
町
の
事
業
予
算

を
加
え
て
独
自
の
奨
学
金
制
度
と
し
て

運
用
す
る
も
の
で
す
。

金
額　

①
短
期
大
学
生
、
高
等
専
門

学
校
生
５
万
円
②
大
学
生
10
万
円

（
①
②
と
も
に
予
算
の
範
囲
で
一

時
金
）

対
象　

①
国
公
立
の
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
大
学
に
在
学
す
る
学
生

で
あ
っ
て
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
環

境
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
②
保
護

者
は
１
年
以
上
東
川
町
に
居
住
し
て

い
る
こ
と

締
め
切
り　

５
月
末
日
（
交
付
申
請
書

　

は
教
育
委
員
会
教
育
課
で
配
布
）

申
請　

対
象
学
生
の
入
学
年
度
（
た
だ

　

し
高
等
専
門
学
校
生
は
４
年
進
級
年

　

度
）

選
考　

審
議
会
で
選
考
の
上
決
定

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
救
急
医
療
・
広
域
災
害
情
報

シ
ス
テ
ム
は
☎
０
１
２
０
―
２
０
―
８

６
９
９
、
☎
０
１
１
―
２
２
１
―
８
６

９
９
（
携
帯
電
話
か
ら
）
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
U
R
L
は

http://www.qq.pref.hokkaido.jp/q
q/qq01.asp

東
川
５
分
団
車
が
新
し
く
に
な
り
ま

し
た

　

東
川
消
防
団
第
５
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
「
東
湧
」
が
更
新
に
な
り
、

２
月
15
日
か
ら
運
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
ル
ー
フ
キ
ャ
ビ
ン
の
４
輪
駆
動

低
床
ボ
デ
ィ
ー
で
、
機
動
力
が
格
段
に

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
最
新
の
装
備
を
搭

載
し
て
消
火
能
力
も
大
幅
に
増
強
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
を
守
る
要
と
し
て
今
ま

で
以
上
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
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平成22年度 日本赤十字社東川町分区収支決算書
＜収入の部＞

＜支出の部＞

（収　入）
1,134,116 円

（繰越金）
33,746 円＝

（支　出）
1,100,370 円－

○赤十字は、あなたの善意が支えです。

松  岡  市  郎

　赤十字は、明るく住みよい平和な社会を築きあげるため血液事業の推進や国内外の災害時の医療救護・救援
物資や義援金の贈呈など、いろいろな事業を行い、世界の平和と福祉に役立つ願いで活動しています。
　その活動を支えているのが、善意による社資（社員）と寄付金、そして労力を提供する多くの奉仕者です。
　平成22年度の東川町分区の決算書は、次のとおりですので今後とも、ご理解とご協力をお願い致します。

科 目

事 業 費

旅 費

事 務 費

災害援助
予 備 費
合 計

科 目
繰 越 金

配 分 金

社 　 費
雑 　 入
合 　 計

予算額（円） 決算額（円） 比較増減（円）

予算額（円） 決算額（円） 比較増減（円）

72,063

110,000

1,000,000
937

1,183,000

72,063

121,520

940,500
33

1,134,116

0

11,520

△ 59,500
△ 904

△ 48,884

1,100,000

33,000

30,000

10,000
10,000

1,183,000

1,040,500

28,980

30,890

0
0

1,100,370

△ 59,500

△ 4,020

890

△ 10,000
△ 10,000
△ 82,630

備 考

備 考

前年度繰越

預金利息

社費 
赤十字奉仕団助成金 

分区関係事務消耗品
振込手数料等

940,500円
100,000円

赤十字奉仕団運営助成金
分区交付金
日赤奉仕団研修会交通費

20,000円
98,400円
3,120円

上川支庁地区委員会総会・研修会等
赤十字奉仕団中級研修会
中央ブロック委員会研修会

日赤赤十字社東川町分区 分区長
東川町長

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
可
能
。
森
の
散

策
の
時
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お

す
☎
82
―
６
５
０
０

北
の
め
ぐ
み
愛
食
応
援
団
の
募
集

北
海
道
農
政
部

　

企
業
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
３
人
以

上
）
の
皆
さ
ん
、
「
北
の
め
ぐ
み
愛
食

応
援
団
」
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

北
海
道
で
は
、
地
元
で
取
れ
た
も
の

を
地
元
で
消
費
す
る
地
産
地
消
、
食
の

安
全
や
大
切
さ
を
学
ぶ
食
育
、
北
海
道

に
あ
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
を
推
進

す
る
「
愛
食
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

申
請
は
上
川
総
合
振
興
局
へ
。
お
問

い
合
わ
せ
は
北
海
道
農
政
部
食
の
安
全

推
進
局
食
品
政
策
課
☎
０
１
１
―
２
３

１
―
４
１
１
１
（
内
線
２
７
―
６
６
６
）

予
定
で
す
。

募
集　

中
学
生
以
上

定
員　

各
回
20
人
（
全
回
の
一
括
申
し

　

込
み
可
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
ね
お
す
☎
82
―
６
５
０
０

「
岐
登
牛
山
花
ご
よ
み
」が
で
き
ま
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
特
定
活
動
）
法
人

ね
お
す
・
大
雪
山
自
然
学
校
は
、
キ
ト

ウ
シ
森
林
公
園
の
中
で
咲
く
季
節
の
代

表
的
な
花
々
を
紹
介
し
て
い
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
岐
登
牛
山
花
ご
よ
み
」
を
作

り
ま
し
た
。

　

Ａ
４
版
印
刷
で
２
ペ
ー
ジ
相
当
（
３

つ
折
り
レ
イ
ア
ウ
ト
）
。
キ
ト
ウ
シ
山

（
標
高
４
５
６
㍍
）
で
咲
く
花
々
の
中

か
ら
、
代
表
的
な
13
種
の
花
を
カ
ラ
ー

写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
４
〜
９
月

ま
で
の
シ
ー
ズ
ン
中
、
観
察
し
や
す
く

特
徴
的
な
40
種
の
開
花
期
と
公
園
内
の

代
表
的
な
観
察
ポ
イ
ン
ト
も
分
か
り
や

す
く
表
記
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
園
内

の
草
本
植
物
約
１
５
０
種
の
開
花
期
を

初
調
査
し
ま
し
た
。
今
後
も
月
３
、
４

回
の
定
期
調
査
を
継
続
し
て
花
ご
よ
み

を
充
実
さ
せ
る
予
定
で
、
開
花
調
査
の

協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

東
川
振
興
公
社
の
「
キ
ト
ウ
シ
森
林

公
園
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
由
に
ダ

ン
ド
ウ
（
江
原
道
）
ヨ
ン
ウ
ォ
ル
（
寧

越
）
郡
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
日
本
の
被
災
者
の

た
め
に
義
援
金
を
集
め
て
日
本
に
送
金

支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
３
月
30
日
、

パ
ク
・
ソ
ン
ギ
ュ
（
朴
善
圭
）
郡
主
か

ら
松
岡
市
郎
町
長
に
届
い
た
ｅ
メ
ー
ル

に
よ
る
と
、
そ
の
額
は
６
５
４
万
５
千

ウ
ォ
ン
に
も
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

（
１
０
０
ウ
ォ
ン
は
８
円
＝
4
月
19
日

現
在
）
。

　

郡
職
員
、
郡
の
女
性
団
体
か
ら
支
援

金
を
募
り
、
韓
国
外
交
通
商
部
を
通
し

て
被
災
地
に
送
っ
た
そ
う
で
す
。

　

以
下
、
パ
ク
郡
主
か
ら
届
い
た
文
面

の
全
文
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
尊
敬
す
る
松
岡
市
郎
町
長
様

  

先
日
の
返
信
、
確
か
に
受
け
取
り
ま

し
た
。
貴
町
は
無
事
と
お
聞
き
し
、
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　

い
ま
だ
被
害
地
域
は
、
困
難
が
続
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
一
日
も
早
く
困
難

が
解
消
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本
市
民
社
会
の
驚
く
べ
き
底
力
、
こ

れ
を
裏
付
け
る
日
本
の
経
済
力
、
技
術

力
は
十
分
に
復
活
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。 

  

も
う
一
度
、
こ
の
た
び
の
惨
事
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
、
痛
み
を
共
に
し
な
が
ら
、
私
た
ち

の
郡
傘
下
の
公
務
員
５
５
１
名
と
女
性

団
体
か
ら
６
５
４
万
５
千
ウ
ォ
ン
を
募

金
し
ま
し
た
。
韓
国
外
交
通
商
部
を
通

し
て
伝
達
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
被
害

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
づ
く
り
し
て
町
に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
交
通
安
全
の
お
守
り
に
」
と
町
内

各
小
学
校
の
新
１
年
生
全
員
に
配
布
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

韓
国・ヨ
ン
ウ
ォ
ル
郡
の
職
員
が
東
日

本
大
震
災
に
義
援
金

　

昨
年
か
ら
写
真
文
化
を
通
し
た
友
好

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
た
韓
国
カ
ン
ウ
ォ

消
防
団
員
の
異
動

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

昇
格
（
４
月
１
日
）

　

樽
井
功
（
第
４
分
団
分
団
長
）
▼
高

橋
大
（
同
副
分
団
長
）
▼
畑
中
貴
樹

（
同
部
長
）
▼
牧
清
隆
（
同
班
長
）
▼

矢
澤　

睦
（
第
五
分
団
班
長
）

入
団
（
４
月
１
日
）

　

高
橋
利
文
（
第
２
分
団
団
員
）
▼
藤

川
貴
康
（
第
４
分
団
同
）
▼
樽
井
将
人

（
同
同
）

退
団
（
３
月
31
日
）

　

鈴
木
佳
苗
（
団
本
部
女
性
部
団
員
）

▼
藤
川
由
一
（
第
４
分
団
分
団
長
）
▼

松
井
照
樹
（
第
５
分
団
班
長
）

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

「
新
１
年
生
に
」と
商
工
会
女
性
部
か

ら
寄
付

教
育
課

　

３
月
25
日
、
東
川
町
商
工
会
女
性
部

（
宮
崎
明
美
部
長
）
か
ら
新
１
年
生
の

入
学
お
祝
い
と
し
て
教
育
委
員
会
に
現

金
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
で
新
１
年
生
の
教
材

購
入
費
用
な
ど
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

児
童
の
交
通
安
全
に
う
さ
ぎ
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
寄
贈

教
育
課

　

４
月
４
日
、
西
町
３
、
三
上
真
佐
子

さ
ん
が
新
１
年
生
の
た
め
に
う
ざ
き
の

を
受
け
ら
れ
た
地
域
住
民
支
援
と
復

旧
に
お
使
い
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
温
か
い

気
持
ち
も
代
わ
り
に
伝
え
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

貴
町
の
限
り
な
い
発
展
を
お
祈
り
し

ま
す
。 

  

大
韓
民
国
江
原
道
寧
越
郡
守

　
　

朴　

善
圭
』

夜
間
に
子
供
の
相
談
で
困
った
ら「
小

児
救
急
電
話
」

上
川
総
合
振
興
局

　

夜
間
お
子
さ
ん
に
起
き
た
突
然
の
事

故
、
け
が
、
病
気
で
お
困
り
の
時
は

「
小
児
救
急
電
話
」
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

　

「
子
供
が
急
病
に
な
っ
た
」
「
子
供

が
急
に
発
熱
し
て
ど
う
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
な
ど
、
小
児
救
急
で
困
っ

た
ら
☎
０
１
１
―
２
３
１
―
１
５
９
９

（
午
後
７
時
か
ら
同
11
時
）
、
プ
ッ

シ
ュ
電
話
回
線
、
携
帯
電
話
か
ら
は

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
８
０
０
０
」
番
。

　

医
師
、
看
護
師
が
お
子
さ
ん
の
病
気
、

け
が
な
ど
、
小
児
救
急
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
電
話
で
お
答
え
し
ま
す

（
緊
急
電
話
相
談
で
す
。
育
児
相
談
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

相
談
日
は
毎
日
（
日
、
祝
祭
日
、
年

末
年
始
も
対
応
し
ま
す
）
。

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す上川

保
健
所

　

東
川
町
な
ど
上
川
管
内
中
央
部
９
町

に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
と
し
て
23
年

度
調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
（
水
）
午
後
１
時
半

　

か
ら

会
場　

旭
川
市
内
（
受
験
票
で
通
知
）

受
験
資
格　

５
月
27
日
現
在
で
調
理
の

　

仕
事
に
２
年
以
上
従
事
し
て
い
る
者

願
書
の
配
布　

上
川
保
健
所
で
配
布

お
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
健
康
増

　

進
係
（
旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
、

　

上
川
合
同
庁
舎
内
）
☎
（
直
通
）
46

　

―
５
９
８
８

「
東
川
も
り
し
り
隊
」の
隊
員
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す

　

下
草
刈
り
を
し
て
森
を
育
て
た
り
、

自
然
観
察
な
ど
で
森
と
か
か
わ
る
活
動

を
す
る
「
東
川
も
り
し
り
隊
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

年
度
内
7
回
程
度
の
活
動
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
①
キ
ト
ウ
シ
山
清
掃
と
し

い
た
け
の
ホ
ダ
木
づ
く
り
（
５
月
22
日
）

②
林
内
観
察
と
野
草
の
住
む
と
こ
ろ
づ

く
り
」
（
６
月
12
日
）
③
し
ら
か
ば

林
の
お
手
入
れ
（
８
月
20
日
）
④
風

倒
木
処
理
と
「
ド
ラ
ム
缶
で
炭
焼
き

釜
づ
く
り
」
（
９
月
18
日
）
⑤
ツ
タ

ウ
ル
シ
の
撤
去
と
「
ド
ラ
ム
缶
釜
で

炭
焼
き
」
（
10
月
22
、
23
日
）
⑥
炭

の
性
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
炭
を
使
っ

て
野
外
料
理
」
（
11
月
12
日
）
―
の

東川町と韓国ヨンウォル郡が文化交流協定を締結
（昨年11月５日、農村環境改善センター）
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社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
16
日
か
ら
４
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

17
区
西
町　
　
　

水
上
千
代
子
様

26
区　
　
　
　
　

井
内　

博
子
様

東
町
２
丁
目　
　

久
保　

尚
義
様

東
倉
沼
区　
　
　

立
石　

睦
夫
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４

時
ま
で
社
協
相
談
室
で
開
い
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
月
19
日　

盛
永
小
夜
子

０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会
にちじ：3月31日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
にちじ：5月26日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
年齢に関係なく、どなたでも参加OK！　読み聞かせの
ほか、手遊び、簡単な工作をします。みんなで楽しく遊び
ましょう。（申し込み不要、会費はありません）
お問い合わせ
「おはなしの会ピッピ」三上さん ☎82－2809

公営住宅の入居者募集 定住促進課

必 要 書 類

募 集 団 地
タイプ

資 　 　 格
選 考 方 法
連帯保証人
入 居 期 限

募 集 戸 数 １戸 受 付 期 間 5月2日㈪～11日㈬ 申 込 先 住まい室☎82-2111（内線117） 
1.入居申込書　2.住宅等状況申告書　3.所得証明書　4.納税証明書　5.住民票　6.その他　7.印鑑
西団地A4（北町2丁目6番）RC2階建て（H18年） 3LDK（2階西側）家賃 26,600円～ ﾘｰｽ料 6,510円
ユニットバス、オール電化、物置・駐車場1台分、ペット不可、共同ポンプ、共同電灯
同居する親族がいる方（原則4人以上の世帯）、世帯の収入金額が月額15万8千円以下、税金等の滞納がないこと
公営住宅等入居者選考委員会で入居資格、住宅困窮度合等を審査、検討し決定します
入居者と同等以上の所得金額のある方2名（保証人がいない場合は入居決定取り消しとなります）
5月末（期限内入居が要件） 敷 金 家賃の3カ月分

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

あ
り
が
た
い
。
希
少
価
値
が
高
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、

町
の
価
値
で
も
あ
る
の
で
、
町
開
拓
１

２
０
年
に
向
け
て
写
真
関
連
の
ア
ー
カ

イ
ブ
を
し
っ
か
り
収
蔵
で
き
る
施
設
を

考
え
て
い
ま
す
」
な
ど
と
謝
意
を
伝
え

ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
町
に
寄
贈
い
た
だ
い
た

「
ス
ピ
グ
ラ
倉
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

20
世
紀
の
写
真
黎
明
（
れ
い
め
い
）
期

に
登
場
以
来
、
進
歩
を
重
ね
た
歴
代
の

ス
ピ
グ
ラ
32
台
、
レ
ン
ズ
、
ス
ト
ロ
ボ
、

フ
ィ
ル
ム
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
撮
影
関
連
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
１
８
５
０
年
代
に
英
国

ロ
ン
ド
ン
で
撮
影
さ
れ
た
銀
板
写
真
や

立
体
ス
コ
ー
プ
な
ど
約
70
点
あ
ま
り
。

写
真
の
歴
史
と
技
術
の
進
歩
を
物
語
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
当
面
文
化
交
流

館
に
常
設
展
示
予
定
。
公
開
に
向
け
て
、

倉
石
さ
ん
が
展
示
用
資
料
の
作
成
な
ど

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
労
働
基
準
監

督
署
（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５
）

☎
（
代
表
）
35
―
５
９
０
１
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
旭
川
（
旭
川
市
春
光
町
10
）
☎

（
代
表
）
51
―
０
１
７
６

歴
代「
ス
ピ
グ
ラ
」寄
付
の
倉
石
さ
ん

に
感
謝
状

　

歴
代
の
「
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」

写
真
機
（
以
下
ス
ピ
グ
ラ
）
な
ど
、
20

世
紀
の
写
真
の
歴
史
を
物
語
る
希
少
な

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
茨
城
県
鉾
田
市
汲
上
、
倉
石
馥

（
か
お
る
）
さ
ん
（
73
）
に
対
し
て
町

は
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
整

理
の
た
め
に
来
町
し
た
の
に
合
わ
せ
て

松
岡
市
郎
町
長
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

「
写
真
の
歴
史
を
保
存
で
き
る
の
は

に
開
設
し
た
ビ
バ
・
ア
ル
パ
カ
牧
場

（
剣
淵
町
東
町
３
７
３
３
）
は
、
道
の

駅
道
草
館
で
写
真
展
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ア
ル

パ
カ
牧
場
物
語
」
を
開
き
ま
す
。
７
頭

の
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
、
牧
場
の
四
季
を

23
枚
の
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

５
月
18
日
（
水
）
〜
同
27
日

（
金
）

場
所　

道
草
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

　

ル
（
1
階
）

　

町
内
の
ス
イ
ー
ツ
店
紹
介
特
集
で
す
。

お
食
事
と
カ
フ
ェ
の
お
店
８
店
舗
の
イ

チ
押
し
ス
イ
ー
ツ
を
ご
紹
介
。
番
外
編

と
し
て
天
人
峡
、
旭
岳
温
泉
も
登
場
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ス
イ
ー
ツ
企
画
の
お
ま
け
付

き
。
記
事
中
７
軒
の
お
店
で
買
い
物
を

し
て
お
店
の
認
定
シ
ー
ル
３
枚
を
集
め

る
と
、
道
草
館
で
販
売
中
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
メ
ニ
ュ
ー
中
、
春
に
ち
な
ん
で

〝
桜
ス
ペ
シ
ャ
ル
〞
ソ
フ
ト
を
選
べ
ま

す
。
一
般
で
は
非
売
品
の
Ｗ
ａ
ｃ
ｃ
ａ

限
定
企
画
商
品
！
（
３
枚
で
１
個
、
６

月
末
ま
で
に
な
く
な
っ
た
ら
終
了
で
す
）

ピ
アノ
＆
サ
ッ
ク
ス
春
の
ライ
ブ

叢
舎

　

ジ
ャ
ズ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
板
橋
文
夫

（
ピ
ア
ノ
）
、
川
嶋
哲
郎
（
テ
ナ
ー
サ

ッ
ク
ス
）
２
人
の
「
春
の
ラ
イ
ブ
・
ピ

ア
ノ
＆
サ
ッ
ク
ス
デ
ュ
オ
」
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
か

　

ら
（
午
後
６
時
半
開
場
）

場
所　

叢
舎
（
西
10
号
北
46
）

入
場
料　

３
千
円
（
前
売
り
限
定
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

叢
舎
の

　

澤
田
さ
ん
☎
82
―
４
４
１
６
、
木
工

　

駄
々
の
岡
﨑
さ
ん
☎
82
―
４
５
８
８

ア
ル
パカ
の
か
わ
いい
し
ぐ
さ
が
写
真

展
で
初
登
場

ビ
バ
・
ア
ル
パ
カ
牧
場

　

剣
淵
町
の
旧
ビ
バ
カ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

稲
井
さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状

　

今
年
３
月
末
ま
で
行
政
相
談
委
員
と

し
て
長
く
務
め
た
11
区
、
稲
井
孝
子
さ

ん
が
総
務
大
臣
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
、
北
海
道
管
区
行
政
評
価

局
旭
川
行
政
評
価
分
室
の
松
岡
龍
一
監

視
官
が
来
庁
し
、
役
場
で
片
山
善
博
総

務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
授
賞
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。

　

稲
井
さ
ん
は
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
４
月
か
ら
３
期
６
年
間
、
相
談
委
員

を
務
め
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
行
政
相
談

に
貢
献
し
ま
し
た
。

Ｗａｃｃａ（
わ
っか
）ス
イ
ー
ツ
企
画

で
特
製
ソ
フ
ト

観
光
活
性
化
雇
用
創
造
協
議
会

　

東
川
町
観
光
活
性
化
雇
用
創
造
協
議

会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
発
行
の
春
の
観

光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｗ
ａ
ｃ
ｃ
ａ

（
わ
っ
か
）
甘
い
誘
惑
」
号
（
Ａ
４
版

３
つ
折
り
、
無
料
）
で
、
期
間
限
定
の

ス
イ
ー
ツ
企
画
が
新
登
場
。

入
場　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

ビ
バ
・
ア
ル
パ
カ
牧

　

場
☎
０
１
６
５
―
34
―
３
９
１
１

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
の
啓
発

月
間
で
す

北
海
道
労
働
局

　

国
内
の
外
国
人
労
働
者
の
方
は
、
社

会
保
険
に
未
加
入
で
適
正
な
労
働
条
件

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
不
適
正

な
就
労
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
６
月
は

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
で
す
。

外
国
人
労
働
者
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合
は
以
下

の
点
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
が

あ
る
②
雇
い
入
れ
、
離
職
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
③
社
会
保
険
加

入
な
ど
雇
用
管
理
を
適
正
に
行
う
―
こ

北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙投開票結果北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙投開票結果
　北海道知事選挙、北海道議会議員選挙が４月10日（日）に行われました。同日午後
９時から役場大会議室で即日開票作業が行われ、同９時30分に町内開票結果が確定し
ました。東川町の投開票結果をお知らせします。
　北海道知事選挙は、前回選挙（平成19年）の投票率63.33％を9.64ポイント下回って
53.69％となり、前回より大幅に投票率が下がりました。北海道議会議員選挙は、定数
３人（上川管内）に対して立候補届け出者が現職３人だったため無投票となりました。
　各候補者の得票結果は次のとおりです。

各種大会成績
【バレーボール】
旭川家庭婦人バレーボール連盟交流試
合（4月10日・Ｂ＆Ｇ東川海洋センター）
▼たんぽぽ　②ひがしかわ

【スキー】
第32回旭川スキー連盟会長杯大回転競
技大会（3月27日・サンタプレゼントパー
ク）
◇女子
▼小学3・4年　③松井芽（東川大雪スキー
少年団）
▼同5・6年　①杉本星歌（同）③袴田悠梨
子（同）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○5月17日㈫まで
　・広田　泉　写真展「東川鉄道」

5月18日㈬は作品入れ替えのため休館

○5月19日㈭～6月2日㈭
　・四季の彩り2011
　・第15回フォーラム東川塾写真展

投票率　北海道知事選挙　　　 53.69％
　　　　北海道議会議員選挙　 無投票

＜ 北 海 道 知 事 選 挙 投 票 結 果 ＞

区分 投票者（人） 棄権者（人） 投票率（％）

男
女
計

3,013
3,358
6,371

2,957
3,305
6,262

1,642
1,720
3,362

1,315
1,585
2,900

55.53
52.04
53.69

当日選挙人名
簿登録者（人）

当日有権者
（人）

＜ 北 海 道 知 事 選 挙 投 票 結 果 ＞

当・落 党　派年　齢 全道得票数（票）

当

かつや　　　忠
宮　内　さとし
高　橋　はるみ
木 村　としあき

60
48
57
50

無所属
無所属
無所属
無所属

105
201
2,353

678

92,491
176,544
1,848,504
544,319

候 補 者 氏 名
（届け出番号順）

東川町開票区
得票数（票）

当・落 党　派年　齢 全道得票数（票）

当
当
当 本　間　　　勲

たけうち　英順
北 口　ゆうこう

66
51
54

無所属
無所属
無所属

無投票
無投票
無投票

無投票
無投票
無投票

候 補 者 氏 名
（届け出番号順）

東川町開票区
得票数（票）

【知　事】

【道　議】上川総合振興局所管区域
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わ
が
子
と
一
緒
に
過
ご
し
た
幼

児
セ
ン
タ
ー
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
１
年
間
を
小
林
恵
子
さ

ん
、
古
高
李
奈
さ
ん
親
子
に
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
東
川
に
来
て
良
かっ
た
〜
！
」

　

大
阪
か
ら
東
川
に
来
て
も
う
す

ぐ
４
年
が
経
ち
ま
す
。
泰
晴
が
生

ま
れ
て
か
ら
知
り
合
い
も
い
な
か

っ
た
私
は
、
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
出
掛
け
る
の
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
買
い
物
の
み
。

実
家
の
母
へ
毎
日
電
話
を
す
る

日
々
で
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
に
変
化
が
訪
れ
た

の
は
３
カ
月
健
診
の
時
。
坂
東

（
ひ
と
み
）
先
生
や
神
田
（
貴
子
）

先
生
が
「
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出
て

お
い
で
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
を
他

の
お
母
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
以
降
だ
ん
だ
ん
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

  

泰
晴
と
の
日
々
は
慌
た
だ
し
く

過
ぎ
、
「
あ
っ
」
と
い
う
間
に
２

歳
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

２
歳
を
過
ぎ
突
然
言
葉
が
出
だ
し
、

意
思
を
は
っ
き
り
伝
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
趣
味
は
、
電
車
、
バ
ス
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
。
「
が
た
ん

ご
と
ん
乗
り
た
い
」
「
か
〜
ん
、

か
〜
ん
、
か
〜
ん
」
「
ピ
ッ
」

―
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
言
わ
な
い

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
ま
で
電

車
を
見
に
行
っ
た
り
、
ひ
と
駅
電

車
に
乗
せ
た
り
…
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
発
見
す
る
と

一
目
散
に
駆
け
寄
り
、
引
き
止
め

る
と
爆
発
的
な
声
が
…
。
今
の
悩

み
は
、
こ
の
ま
ま
彼
の
意
思
を
尊

重
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

  

「
今
一
番
か
わ
い
い
」
と
言
わ

れ
、
親
ば
か
で
す
が
、
そ
れ
を
痛

切
に
感
じ
る
こ
の
時
期
に
仕
事
を

始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

大
泣
き
す
る
泰
晴
を
預
け
る
瞬

間
は
と
て
も
切
な
い
で
す
が
、
そ

の
中
で
も
彼
の
成
長
が
垣
間
見
え
、

頼
も
し
く
思
え
る
時
も
あ
り
ま
す
。

  

東
川
で
の
出
会
い
の
き
っ
か
け

を
作
っ
て
く
れ
た
支
援
セ
ン
タ
ー
、

先
生
方
、
出
会
っ
た
お
母
さ
ん
に

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泰
晴
２
歳
、
小
林
恵
子

「
こ
の
１
年
を
振
り
返
って
」

　

私
が
東
川
に
来
て
か
ら
今
年
で

２
年
目
に
入
り
ま
す
。
慣
れ
な
い

土
地
で
の
生
活
も
、
今
で
は
だ
い

ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

息
子
が
生
ま
れ
て
３
カ
月
が
経

っ
た
こ
ろ
、
乳
児
健
診
へ
行
き
、

そ
こ
で
先
生
が
支
援
セ
ン
タ
ー
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
、

よ
ち
よ
ち
教
室
に

初
め
て
行
き
ま

し
た
。

　

最
初
は
行

く
の
が
と
て

も
不
安
で
た

ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で

も
「
い
つ
も

家
に
居
て
子
ど

も
と
煮
詰
ま
る
よ

り
、
行
っ
て
少
し
で
も

気
持
ち
が
楽
に
な
れ
た
ら
い
い
な
」

と
思
い
行
っ
て
み
ま
し
た
。

　

み
ん
な
親
切
で
、
育
児
に
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
し
、
な
に
よ
り
一
番
良
か

っ
た
の
は
、
子
ど
も
が
楽
し
そ
う

に
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
以

降
月
に
１
度
の
よ
ち
よ
ち
教
室
へ

行
く
よ
う
に
な
り
、
気
分
転
換
を

し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
ず
っ
と
子

ど
も
と
２
人
で
居
る
と
や
っ
ぱ
り

煮
詰
ま
る
の
で
、
セ
ン
タ
ー
に
行

く
と
子
ど
も
も
友
だ
ち
と
遊
び
、

私
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
て
良

い
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
は
最
近
１
歳
に
な
っ
て
歩

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
で

も
よ
ち
よ
ち
歩
く
の
で
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

　

「
夏
に
な
っ
た

ら
も
っ
と
大
変

に
な
る
ん
だ

ろ
う
な
ぁ
」

と
思
う
と
、

う
れ
し
い

け
れ
ど
「
は

あ
〜
っ
」
っ

て
感
じ
で
す
。

　

今
は
卒
乳
に

向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
！
で
も
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
。

　

お
っ
ぱ
い
を
あ
げ
ら
れ
る
の
も

残
り
わ
ず
か
。
一
日
一
日
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
１

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

陽
斗
１
歳
、
古
高
李
奈

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

波潟 聖子（写真右）

なみがた　 せい　こ

堂前 美帆（写真左）

どう まえ　  み    ほ

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、22、23、
東倉沼、東雲、上喜登
牛、西、西町2～3丁目

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9新人です。よろしくお願いします。
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保健だより
for Healthy Life

子育てチャンネル子育てチャンネル
こんにちは　保健師です

　生活改善のための栄養相談は栄養士がお
答えします。毎月栄養教室も開いています。
お気軽にお越しください。

栄養士

中村弘美
阿部秀司

た　だ　 ゆ　 き　 こ

すず  き　　 ち　ひろ

なが  お　 ち　 え　み

こんにちは　栄養士ですこんにちは　地域包括支援センターです

　住み慣れた環境で住みやすい生活をしていただくため、高
齢者の皆さんからのご相談にお答えします。保健福祉センタ
ーの窓口、電話に限らず、ご希望の場合はご家庭への訪問に
もお応えします。

保健相談室・電話相談　月～金曜日の毎日（日・祝日を除く）
時間　午前８時半～午後５時15分
担当　保健師、栄養士（相談内容によって）
内容　○健康相談（子育て、健康づくり、疾病予防、服薬、病気療養など）
　　　○血圧や体脂肪の測定、食生活や食事療法
　　　○母子健康手帳の発行、妊婦受診券の交付
　　　○離乳食や子どもの発達や病気、子育て全般　など
☎82－2111（保健福祉課保健指導室）まで

　日ごろ皆さまの心と体の健康をサポートしている保健師の地区別担当が変わりました。子育て、病気の療養
などと併せて、５人が健康全般のご相談にお答えします。

東川町保健師担当地区割り図

多田由起子

鈴木  千紘

波潟 聖子（写真右）

なみがた　 せい　こ

堂前 美帆（写真左）

どう まえ　  み    ほ

波潟 聖子（写真右）

なみがた　 せい　こ

堂前 美帆（写真左）

どう まえ　  み    ほ

長尾千恵美

保健相談室・電話相談を毎日開設しています

澤崎勇気

■担当区／
21、25、26、27、28、
29、東町1～3丁目、
南町1～3丁目■担当区／

13北、13南、14、15、
16西、16東、22、23、
東倉沼、東雲、上喜登
牛、西、西町2～3丁目

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、22、23、
東倉沼、東雲、上岐登
牛、西、西町2～3丁目

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

■担当区／
6西、6東、7南、10、11、
12、17、17西町、18

新人です。よろしくお願いします。新人です。よろしくお願いします。
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎82－2111

【5月分】

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
6日㈮テーマ「1･２歳児さん絵の具遊び」…10:00～11:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
2、9、10、11、16、17、18、23、24、25、30、31日
★17日㈫は午後開放（対象年齢0～1歳）…13:00～15:00

※会場は幼児センターです！

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

サロンスペースの一般利用を承っています（月～土曜日
の9:00～17:00）
館内の利用予定(貸館、障がい者支援など)は、館内掲
示、電話でご確認ください。

※会場は保健福祉センターです！

【6月分】

13日㈮

20日㈮
24日㈫
25日㈬

8日㈬

16日㈭
17日㈮
21日㈫
24日㈮
30日㈭

ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
栄養教室
～27日㈮　ポリオ予防接種（町立診療所）
1歳6カ月児健診

13:00～14:00
13:15～

10:00～13:00
  
12:30～

13日㈮

24日㈫

27日㈮

健康体操　(荒川由佳理さん)

ここりん研修会(大友愛美さん)

健康体操　(荒川由佳理さん)

10:00～11:00

10:00～11:30

10:00～11:00

もぐもぐ教室　　　　　　　　　　
乳幼児健診　　　　　　　　　　　
旭川がん検診センター送迎検診
じっくり子育て相談
栄養教室　　　　　
、27日㈪、28日㈫　厚生病院がん検診・特定健診
3歳児健診

おいしい手料理
春一番に路肩などにたくさん顔を出している身近な
フキノトウを食材に使って、風味たっぷりの山野
草・春の簡単料理をご紹介。
　
【フキノトウのみそ和え】
＜材　料＞ （３～４人前）
●フキノトウ…約30ｇ（７個程度）
●サラダ油…大さじ３
●みそ（麦みそで可）…100ｇ
●砂糖（白砂糖で可）…50ｇ

＜作り方＞
①フキノトウは水洗いの後小さくザク切りし、サラダ油を敷
　いた手鍋に、中火で約30秒間熱する（あく、苦味を取る準
　備段階です。鍋はテフロン加工を施してあるもの、アルミ
　鍋を使用しましょう。鉄鍋を使うと、熱しているうちに全
　体が黒ずんでしまいます）。
②みそ、砂糖をなべに加え、中火で約３分間練り上げる。
③春らしい小皿に盛り付けて完成。

〔おまけ〕
１．みそと砂糖は、「２：１」の割合で中火にかけて練り上
　　げておくと、基本の万能みそになります。
　　　和からしを加えて「練りからしみそ」、酢を加えると
　　「酢みそ」に早代わり。田楽みそ、ぬた酢あえなどに応
　　用できます。
２．フキノトウは冷凍が効くので、旬の時期に採取しておけ
　　ば長く楽しめます。そのままてんぷらにしてもおいしく、
　　ゆでてあく抜きしたものを薄めのそば汁でいただいても
　　美味。なまでみそ汁にぱっと放すとミョウガのように独
　　特の風味が絶妙です。

　フキノトウはどこでも見かける野草です。野草独特の風味
を楽しみましょう。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

【食べて健康・豆知識】
　旬の野菜や魚を食べることが免疫力を高めたり抵抗力をつけたり、
丈夫な体づくりにつながっていきます。
　山菜や野草がおいしくなる春には「苦味を盛れ」といわれてきま
した。芽吹く時期には苦味のあるものを食べ、冬の間にたまった老
廃物を出してビタミン、ミネラルを取り入れようという知恵です。
　フキノトウはつぼみの部分にあたり、此花が咲いた後には地下茎
から伸びる葉（ふき）が出てきます。カリウムを豊富に含んでおり、
塩分（ナトリウム）を体から排泄する役割があります。高血圧の方
には効果があります。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）

おいしい手料理
春一番に路肩などにたくさん顔を出している身近な
フキノトウを食材に使って、風味たっぷりの山野
草・春の簡単料理をご紹介。
　
【フキノトウのみそ和え】
＜材　料＞ （３～４人前）
●フキノトウ…約30ｇ（７個程度）
●サラダ油…大さじ３
●みそ（麦みそで可）…100ｇ
●砂糖（白砂糖で可）…50ｇ

＜作り方＞
①フキノトウは水洗いの後小さくザク切りし、サラダ油を敷
　いた手鍋に、中火で約30秒間熱する（あく、苦味を取る準
　備段階です。鍋はテフロン加工を施してあるもの、アルミ
　鍋を使用しましょう。鉄鍋を使うと、熱しているうちに全
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②みそ、砂糖をなべに加え、中火で約３分間練り上げる。
③春らしい小皿に盛り付けて完成。

〔おまけ〕
１．みそと砂糖は、「２：１」の割合で中火にかけて練り上
　　げておくと、基本の万能みそになります。
　　　和からしを加えて「練りからしみそ」、酢を加えると
　　「酢みそ」に早代わり。田楽みそ、ぬた酢あえなどに応
　　用できます。
２．フキノトウは冷凍が効くので、旬の時期に採取しておけ
　　ば長く楽しめます。そのままてんぷらにしてもおいしく、
　　ゆでてあく抜きしたものを薄めのそば汁でいただいても
　　美味。なまでみそ汁にぱっと放すとミョウガのように独
　　特の風味が絶妙です。

　フキノトウはどこでも見かける野草です。野草独特の風味
を楽しみましょう。

キトウシ高原ホテル料理長　富塚　守さん

【食べて健康・豆知識】
　旬の野菜や魚を食べることが免疫力を高めたり抵抗力をつけたり、
丈夫な体づくりにつながっていきます。
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した。芽吹く時期には苦味のあるものを食べ、冬の間にたまった老
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東　川　町　行　政　事　務　機　構　図
・主任　佐々木貴行 ・小西　亜美　（小松　克博）（谷　貴保子）（高橋　千秋）（馬場さゆり）

・中村あさ子（長沢　聡子）

・主任　吉原　敬晴　・主任　大角　猛（山崎　佳代）

・主任　佐々木英樹　・山崎　絵梨菜　・佐藤　紫穂　（中田　智美）

・包括支援センター【受託者派遣】（阿部　秀司）（澤崎　勇気）

・老人保健センター【指定管理者派遣】（須田　美幸）

・主任　長尾千恵美　・主任　多田由起子 ・鈴木　千紘　・堂前　美帆　（田渕　由紀子）

・主任　中村　弘美

・主任　北　　雅仁　・主任　佐々木幸代　・朝倉　祥貴　・石本　華奈

　　（石井由紀子）（長峯　史直）

・主任　藤川　裕充　・落合　加波　（千葉　博美）　（ウナ・ヴォルコヴァ）

　　（麻下　　修）　【受託者派遣】（長谷川直紀）・西部コミセン【指定管理者派遣】（三上タマ子）

・今野　裕太  ・吉里　演子　（宇佐見　誠）

・文化ギャラリー（蔵谷　優子）（馬場ゆかり） 

（田中　朱実）

・主任　佐藤　美樹（大石　和江）（辻　真由美）（大駒　純子）（羽吹　麻子）

　　　　（尾形　春樹）（成田　尚美）（遠藤　早苗）【受託者派遣】（草野　進一）

・主任　工藤美津子　・金沢　照代 ・那須　政子 ・水野　華奈 （松田　郁子）・山形めぐみ（休職）

・主任　林　　武士　・上西　英子・宮坂千枝子 （宍戸美知子）（瀬良　陽美） （藤原　瑞絵）

　　　（伴　幸男）（河野　美紀）

　　　　杉浦真知子（須田　雅子）（矢沢　央子）（中條　薫）（深谷真由美）（東　志津子）

【農協派遣】（山田　真未）

・主任　西原　香　・前橋さゆり　（山田和香奈）

・村上幸太郎（林　　莉沙）

・主任　田渕　浩　・主任　塚原　裕美　（行天　英雄）（大石　裕子）（島田　衣里）

・川村　寛悟　・柳澤　奨一郎

・旭岳ビジターセンター（菊地　　基）（田上　千尋）

・主任　藤井　貴慎　・下込　純平

・主任　池田　直矢　・主任　工藤　和博　・渡辺　新一　（川口美枝子）

・主任　高橋　英二（村田美智子）（塚原　直樹）（加藤　義和） (海藤　　馨）（福井　智章）

　　　　　　　　　（山田　哲也）（長尾貴美枝）

・田渕　文子　・阪部　友洋　（金巻　亜衣）（松村　美咲）

・富岡　有希（道職員）（宮地　晶子）

・東川小＝主任　加藤　友弘（山口かおり）（山崎　靖恵）（吉成　典子）（小林　雅恵）

（小松　緑）（山鹿千恵美）（宮崎　歌織）　・第一小＝（松倉　龍秀）（藤田　美佳）

（馬場　真理）・第二小＝（岡村　正雄）（山本　郁子）（高畑　由香）

・第三小＝（北口　正史）（徳本　絵里）　・東川中＝・主任　金沢　重美（菅沼　美緒）

（吉森　時子）（黒田由美子）（和田まゆみ）（泉　　裕美）（小浜　瑞恵）（角田由美子）

・海洋センター＝【指定管理者派遣】（角田美代子）（守屋　弘美）（若松　敏春）

・文化交流館＝（尾藤　佳月）（小西　貴子）

（須田　浩二）（佐藤　光明）

・越高　大輔

・子育て支援センター　・坂東ひとみ　（神田　貴子）

・学童保育センター　（三原　文子）（岩崎　貴子）（佐藤　和子）（吉川　享子）（松井　京子）

　　　　　　　　　　（市村由美子）

・（岩田　英樹）（川瀬　早織）

・主任　佐伯　昌子・主任　山方由美子・関谷　珠美・得能美津紀・多羽田尚樹・杉原　宏美

・立川　千晴（休職）（山田　玲子）（宮本　美穂）（星　健太郎）（小濱　あかね）（小松　紀子）

（半田　架奈恵）（三宅　千晶）（伊藤あずさ）（斉藤　美波）（南雲あかね）（近藤　杏美）

（中居　夕紗）（池田　悠乃）（安藤　美穂）（中島　千枝）（辻　直美）（鈴木　理恵）（栗原　梓）

（佐々木真喜子）（岩城小百合）(上野　りえ）（山本　凡子）（丹野真由美）（平田　歩美）

（並松　理恵）（小松　紀子）（蜂谷　郁子）（大塚　尚幸）（阿部麻里奈）（堀井智英子）

（工藤まり子）（上村　千穂）（秋元百合子）（平野　京子）（大武　るみ）（船元奈々恵）

（藤田あゆみ）（大川　利夫）（滝本　澄子）（中内ゆかり）（早川　由紀）（天野　暢子）

（石澤　美智子）（園田　多映子）

主任【塚原主任兼務】　（鈴木沙央里）

書記【佐々木主任兼務】

【大雪消防組合】TEL 83-0119
　消防本部　課　長　渡辺　泰道
　東消防署　署　長　折原　雄二
　　　　　　副署長　伊藤　善啓
　　　　　　管理官　早勢　正嗣

【公益法人等派遣】
　東川町社会福祉協議会　　事務局長　野澤　秀夫
　㈱東川振興公社　　　　　統括部長　高平　明文
　上川広域滞納整理機構　事務局次長　佐々木正樹

【研修派遣】
　内閣府　　　　　竹田　慶介
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総務室

室　長　平田　章洋

企画財政室

室　長　天野宗一郎

社会福祉室

室　長　佐藤　文泰

保健指導室

室　長　波潟　聖子

税務収納室

室　長　本多　大樹

地域づくり推進室

室　長　山下　智秋

写真の町推進室

室　長　三島　光博

看護師長　加藤　陽子

会計室

室　長　林　　直美

住民室

室　長　川西　詳子

住まい室

室　長　矢ノ目俊之

農林振興室

室　長　菊地　　伸（農務担当）

室　長　武田　恒明（林務担当）

商工観光振興室

室　長　窪田　昭仁

まちづくり推進室

室　長　中山　善敬

建設室

室　長　金山　裕之

公共施設管理室

室　長　谷地　　巌

教育推進室

室　長　原城　靖浩

子育て支援推進室

室　長　千田浩一朗（子育て担当）

室　長　小林利津子（学童保育担当）

事務長【千田室長兼務】

副園長【小林室長兼務】

次　長　北口由美子

書記次長【平田室長兼務】

企画総務課
課　長　増田　善之

保健福祉課
課　長　杉山　昌次
主　幹　野澤　秀夫

地域福祉推進本部事務局
局　長（坂井　直志）
税務課
課　長　西川　宗孝
地域活性課
課　長　林　　万里
写真の町課
課　長　竹部　修司
文化ギャラリー館長【写真の町課長兼務】
教育振興スーパーバイザー
嘱託職員　三宅　良昌
事務局
事務長　大野　勝治
医局

会計管理者
会計課
課　長　高田　　勉
定住促進課
課　長　竹部　　隆
主　幹　大泉　　修
（宅地担当）
地籍推進本部事務局
土地開発公社
事務局長【大泉主幹兼務】
産業振興課
課　長　松倉　利充
主　幹　鬼塚　幹雄
（観光商工支援担当）

都市建設課
課　長　高木　雅人
主　幹　真貝　恵一
（公共施設管理担当）

教育課
課　長　片山　孝司

公民館
館　長【教育課長兼務】
子ども未来課
課　長　森田　　栄
子育て支援センター
所　長【幼児センター園長兼務】
学童保育センター
所　長【子ども未来課長兼務】
幼児センター
園　長　伊藤　和代

議会事務局
監査委員事務局
局　長　市川　直樹
農業委員会事務局
局　長　岡澤　　毅
選挙管理委員会事務局
書記長【企画総務課長兼務】

町立診療所
所　長　木下　　透
副所長　中田　宏志

副
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司

平成23年5月1日現在

【大雪地区広域連合派遣】TEL 82-3697
　事務局長　菅沼　輝男
　主　　任　才川　健一
　主　　任　松尾　和宏
　主　　任　橋本　達也
　　　　　　西本　哲史
　　　　　　高石　大地
　　　　　　成澤　公紀
　　　　　　吉原　璃紗

　中村　志穂　
村中　　豪　

（鹿島　理絵）
（水本　智美）
（佐藤美希子）

レセプト（松友留美子）
レセプト（成田　裕子）


